
７月20日に開催された

第41回「西条市研修の船」。

　　　（関連記事24ページ）

９月号９月号

平成27年平成27年
20152015

海を学び
　海を楽しむ

平成26年度決算報告

市議会７月臨時会　ほか５

２ ４

国勢調査を実施します６

木造住宅の耐震化を支援します７

市長コラム「キャッチボール」10

石鎚登山者に記念ストラップをプレゼント　ほか９

臨時福祉給付金の申請受付を開始します８



西条市長

青野　勝

　予算とは、１年間の収入（歳入）と支出（歳出）に関する見積も
りをまとめた「計画」のことです。
　決算とは、実際の収支をまとめた「実績」に当たります。

予 算 ・ 決 算 と は ？

市 の 会 計 は ３ 種 類

　福祉や教育、道路整備など、市政運営の基本とな
る会計です。

　国民健康保険や介護保険など、一般会計と区分す
る必要がある特定事業の会計です。

　企業経営という観点から、独立して経理する会計
です。

※本文中の金額は、１万円未満を四捨五入しています。

　市民１人当たりの計算は、平成27年３月31日現在の人口（112,363人）を基にしています。

平成26年度の主な事業

にしています。

西
条
市
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
企
業
会
計

　

平
成
26
年
度
の
西
条
市
の
決
算

が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
、
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

一
般
会
計
の
決
算
額
は
、
歳
入

４
９
１
億
５
７
３
５
万
円
、
歳
出

４
６
４
億
１
９
３
３
万
円
で
、
差

し
引
き
27
億
３
８
０
２
万
円
の
剰

余
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
う
ち
、
翌
年
度
へ
繰
り
越

し
た
事
業
に
充
て
る
た
め
の
財
源

２
億
５
４
７
１
万
円
を
除
い
た
実

質
収
支
は
、
24
億
８
３
３
１
万
円

の
黒
字
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

各
特
別
会
計
の
決
算
状
況
や
そ

の
概
要
は
、
別
記
（
４
ペ
ー
ジ
）
の

と
お
り
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
「
創
ろ
う　

最

上
の
ま
ち
西
条
を
！

〜
最
高
峰　

石
鎚
の
ふ
も
と
で
〜
」
を
ス
ロ
ー

ガ
ン
に
、
子
育
て
世
代
へ
の
支
援

や
情
報
発
信
力
の
強
化
な
ど
、
重

要
か
つ
緊
急
性
の
高
い
施
策
を
厳

選
し
、
各
種
事
業
に
取
り
組
ん
で

ま
い
り
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
財
政
規
律
を
守
り
つ

つ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
の
対
話
で

築
く
強
い
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
、

「
市
民
総
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
」
を

基
本
姿
勢
と
し
な
が
ら
、
果
敢
に

市
政
運
営
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

▲

地
域
防
災
計
画
策
定
事

　
業（
防
災
マ
ッ
プ
）

平成26年度

▲

玉
津
小
学
校
校
舎
等
整

　
備
事
業

▲

愛
媛
マ
ル
ゴ
ト
自
転
車

　
道
整
備
事
業

▲

三
芳
分
団
蔵
置
所
等
整

　
備
事
業

一般会計

特別会計

企業会計

2広報さいじょう　2015　 ９月号



固定資産税
74,596円　53.7％
固定資産税

74,596円　53.7％
市民税

54,232円 39.1％
市民税

54,232円 39.1％

491億5,735万円491億5,735万円

市税
155億9,459万円
　　　31.7％

地方交付税
88億912万円
　 17.9％

国庫支出金
68億2,670万円
　　 13.9％

国庫支出金
68億2,670万円
　　 13.9％

市債
58億1,790万円
　　 11.8％

市債
58億1,790万円
　　 11.8％

繰越金
25億2,527万円
　　　5.2％

繰越金
25億2,527万円
　　　5.2％

県支出金
34億3,836万円 7.0％
県支出金
34億3,836万円 7.0％

その他
分担金・負担金、
使用料・手数料など

61億4,541万円
　　 12.5％

その他
分担金・負担金、
使用料・手数料など

61億4,541万円
　　 12.5％

予算額 507億1,551万円

歳　入 491億5,735万円

歳　出 464億1,933万円

●歳入歳出差引額（歳入－歳出）

●平成27年度へ繰り越すべき財源

●実質収支額（Ａ－Ｂ）

27億3,802万円…Ａ

2億5,471万円…Ｂ

24億8,331万円

■市税：市民税や固定資産税など、市民の皆さ

　　んに納めていただいたお金です。

■地方交付税：市の財政状況に応じて国から交

　　付されたお金です。

■国庫支出金：特定の事業を行うために国から

　　交付された負担金、補助金などのお金です。

■市債：特定の事業を行うために、国などから

　　借り入れたお金です。

■県支出金：特定の事業を行うために、県から

　　交付された負担金・補助金などのお金です。

■繰越金：前年度から持ち越された剰余金のこ

　　とをいいます。事業を持ち越すことで必要

　　になったお金も含みます。

■分担金・負担金：市の事業で特定の利益を受

　　けた人に負担していただいたお金です。

　使用料・手数料：市の施設の使用や、住民票

　　の交付など、特定の行政サービスを受けた

　　人に負担していただいたお金です。

■民生費：社会福祉や医療助成など、安定した

　　社会生活を保障するために使ったお金です。

■総務費：市庁舎の維持管理や戸籍、徴税、選

　　挙、監査事務など市の総括的な事務に使っ

　　たお金です。

■土木費：道路、河川、公園、市営住宅などの

　　整備や維持管理に使ったお金です。

■公債費：国などから借り入れたお金（市債）

　　の返済などに使ったお金です。

■教育費：幼稚園や小中学校、社会教育や保健

　　体育など、教育各般に使ったお金です。

■衛生費：健康診断や各種検診、ごみ処理など、

　　健康で衛生的な生活環境を保つために使っ

　　たお金です。

■消防費：消防や救急活動に使ったお金です。

■農林水産業費：農業、林業、水産業の振興に

　　使ったお金です。

■議会費：議会の運営などに使ったお金です。

　商工費：商工業の振興や観光の振興などに使

　　ったお金です。

　災害復旧費：災害によって道路や農地、山林

　　などに生じた被害を復旧するために使った

　　お金です。

平成26年度一般会計 決算額

▼市民１人当たりの税負担　138,788円

市たばこ税　7,326円　5.3％ その他（軽自動車税など） 2,634円　1.9％

464億1,933万円464億1,933万円

民生費
159億9,756万円
　　　34.5％

総務費
59億7,953万円
　　 12.9％土木費

58億4,865万円
　　 12.6％

土木費
58億4,865万円
　　 12.6％

公債費
46億6,875万円
　　 10.1％

公債費
46億6,875万円
　　 10.1％

教育費
46億5,253万円
　　 10.0％

教育費
46億5,253万円
　　 10.0％

衛生費
29億1,013万円
　　　6.3％

衛生費
29億1,013万円
　　　6.3％

消防費
21億9,577万円
　　　4.7％

消防費
21億9,577万円
　　　4.7％

農林水産業費
19億7,016万円
　　　4.2％

農林水産業費
19億7,016万円
　　　4.2％

議会費、商工費、
災害復旧費など

21億9,625万円
　　　4.7％

その他

▼市民１人当たりに使われたお金　413,119円

福祉の充実
142,374円 34.5％
福祉の充実

142,374円 34.5％

市の運営
53,216円
12.9％

市の運営
53,216円
12.9％

教育・文化　41,406円 10.0％教育・文化　41,406円 10.0％

道路・公園等の整備　52,051円 12.6％道路・公園等の整備　52,051円 12.6％

市の借金返済　41,551円 10.1％市の借金返済　41,551円 10.1％

健康・衛生　25,899円 6.3％健康・衛生　25,899円 6.3％

消防・防災
19,542円
4.7％

消防・防災
19,542円
4.7％

農林水産業
17,534円
4.2％

農林水産業
17,534円
4.2％

その他
19,546円
4.7％

その他
19,546円
4.7％

3 広報さいじょう　2015　 ９月号



4広報さいじょう　2015　 ９月号

国民健康保険 139億3,851万円 131億9,604万円 134億3,286万円 △ 2億3,682万円

介護保険 105億　522万円 102億1,844万円 99億7,482万円 2億4,362万円

 うち介護保険事業勘定 104億4,418万円 100億6,477万円 99億1,563万円 1億4,914万円

0　円

 うち介護サービス事業勘定 6,104万円 1億5,367万円 5,919万円 9,448万円

簡易水道事業 1億5,248万円 1億3,976万円 1億3,976万円 0　円

公共下水道事業 38億1,679万円 35億9,696万円 35億9,362万円 334万円

小規模下水道事業 8,285万円 7,823万円 7,823万円 0　円

港湾上屋事業 588万円 586万円 571万円 15万円

ひうち地域振興整備事業 1億7,093万円 1億6,379万円 1億6,379万円

244万円 49万円 49万円 0　円

1億7,307万円 1億6,671万円 1億6,671万円 0　円

2,386万円 2,364万円 2,364万円 0　円

123万円 220万円 119万円 101万円

2,729万円 1,850万円 551万円 1,299万円

325万円 141万円 132万円 9万円

435万円

13億7,812万円

474万円 321万円 153万円

302億8,627万円 289億8,471万円 289億3,066万円 5,405万円

土地開発事業

小松地域交流事業

本谷温泉事業

住宅新築資金等貸付事業

畑地かん水事業

庄内財産区

13億6,794万円 13億3,980万円 2,814万円後期高齢者医療保険

壬生川財産区

合　　　計

会　計　区　分 予　算　額 歳　　入 歳　　出 差引（歳入－歳出）

決算報告の詳しいお問い合わせは

市庁舎本館３階　財政課　財政第１係

　　　　　　　　　TEL0897－52－1314

土　　地 ‥‥ 2,934万4,825 平方メートル

建　　物 ‥‥‥　53万8,532 平方メートル

基　　金 ‥‥‥　96億9,913 万円

有価証券 ‥‥‥‥‥　1,924 万円

出 資 金 ‥‥‥　 2億2,599 万円

債　　権 ‥‥‥‥ 5億4,887 万円

収入（収益）　　　8億4,530万円

支出（費用）　　　8億4,472万円

差引（収入－支出）

収入（収益）　　  1億6,356万円

支出（費用）　　  2億　952万円

差引（収入－支出） △ 4,596万円

水 道 事 業 会 計 病 院 事 業 会 計

平成26年度特別会計 決算額

平成26年度企業会計 決算額

58万円

会　計　区　分 現　在　高

特別
会計
②

一般会計　① 461億2,457万円

1億6,255万円

6億1,904万円

221億4,308万円

5,364万円

4億6,230万円

2,316万円

179万円

234億6,556万円

68億4,199万円

16億　402万円

84億4,601万円

780億3,614万円

介護保険

簡易水道事業

公共下水道事業

小規模下水道事業

ひうち地域振興整備事業

小松地域交流事業

住宅新築資金等貸付事業

水道事業

病院事業

特別会計　計

企業会計　計

合計　①＋②＋③

企業
会計
③



　

市
議
会
７
月
臨
時
会
が
13
日
に
開
会
さ

れ
、
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
補
正

予
算
案
が
上
程
・
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
４
回
）

○
補
正
額　
　
　
　
　
　
　

６
５
２
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　

４
５
７
億
１
０
６
８
万
円

　

補
正
額
の
内
訳
は
次
の
と
お
り
で
す
。

○（
仮
称
）地
域
創
生
セ
ン
タ
ー
整
備
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

５
０
０
万
円

○
旧
ひ
う
ち
会
館
管
理
運
営
事
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

１
５
２
万
円

ひ
う
ち
地
域
振
興
整
備
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
１
回
）

○
補
正
額
（
※
△
は
減
額
）　

△
44
万
円

○
補
正
後
の
予
算
額

　
　
　
　
　
　
　
　

１
億
９
７
７
１
万
円

　

大
新
田
自
主
防
災
会
と
フ
ジ
ボ
ウ
愛
媛

㈱
壬
生
川
工
場
は
、
８
月
５
日
に
「
災
害

に
強
い
ま
ち
づ
く
り
応
援
協
定
」
を
締
結

し
ま
し
た
。
こ
の
協
定
は
、
南
海
ト
ラ

フ
巨
大
地
震
の
発
生
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

「
共
助
」
の
精
神
に
基
づ
い
て
地
域
と

企
業
が
協
力
し
て
被
害
の
防
止
や
軽
減
を

図
る
こ
と
を
目
的
に
結
ば
れ
ま
し
た
。

　

締
結
式
会
場
の
東
予
総
合
支
所
で
は
、

関
係
者
９
人
が
出
席
し
、
青
野
市
長
と
渡

瀬
東
予
地
方
局
長
の
立
ち
会
い
の
も
と
、

稲
井
重
弘
会
長
と
森
卓
二
工
場
長
に
よ
る

協
定
の
締
結
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
合
同
訓
練
な
ど
の
実
施
が
予

定
さ
れ
て
お
り
、
さ
ら
な
る
連
携
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」
西
条
地

区
推
進
委
員
会
が
、
市
内
の
中
学
生
を
対

象
に
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
を
実
施
し
た
と
こ

ろ
、
多
数
の
応
募
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
作
品
が
優
秀
作
品

に
選
ば
れ
ま
し
た
。（
敬
称
略
）

西
条
東
中
学
校

○
明
る
い
社
会
の
た
め
に　
　

竹
田
有
花

○
あ
い
さ
つ
が
育
む
明
る
い
社
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

瀬
分　

陽

西
条
西
中
学
校

○
感
謝
の
気
持
ち
を
広
げ
る
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

増
田
り
り
あ

○
よ
り
よ
い
社
会
に
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

玉
置
千
珠

西
条
南
中
学
校

○
み
ん
な
の
夢　
　
　
　
　
　

髙
橋
美
羽

○「
お
年
寄
り
が
安
心
し
て
過
ご
す
た
め
に
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
希
歩

西
条
北
中
学
校

○
私
の
大
き
な
大
き
な
夢　
　

明
星
乃
愛

○
夢
は
看
護
師　
　
　
　
　
　

植
木
茉
夕

東
予
東
中
学
校

○
温
か
い
心　
　
　
　
　
　

新
山
穂
乃
佳

○
小
さ
な
一
歩
か
ら　
　
　
　

安
藤
萌
夏

東
予
西
中
学
校

○
変
わ
ろ
う
と
す
る
気
持
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
佐
安
香
音

○
感
謝
の
心　
　
　
　
　
　
　

渡
部
貴
翔

河
北
中
学
校

○
日
本
一
の
学
校
を
目
指
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
島
み
さ
き

○
心
の
扉　
　
　
　
　
　
　
　

斧　

夢
実

丹
原
東
中
学
校

○
大
丈
夫
だ
よ
。　
　
　
　

長
谷
部
莉
梨

○
ど
ん
な
自
分
も
本
当
の
私　

真
木
咲
和

丹
原
西
中
学
校

○
誘
拐
事
件
を
減
ら
す
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
部
紘
平

○
思
い
込
み
の
危
険　
　
　
　

松
木
香
凜

小
松
中
学
校

○
笑
顔
あ
ふ
れ
る
社
会
に
す
る
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

藤
井
百
花

○
部
活
動
か
ら
学
ん
だ
こ
と　

松
木
瑠
菜

▲西条市長・東予地方局長の立ち会いの

　もと、協定を締結した稲井会長（写真

　中央左）と森工場長（同右）。
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市議会７月臨時会大
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共
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の
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で
災
害
応
援
協
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締
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問
合
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】

　

市
庁
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広
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広
聴
課
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「
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を
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る
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」
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事
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○調査の対象
　国勢調査は、平成27年10月１日現在、

日本に住んでいる全ての人および世帯が

対象です（外国人も含みます）。

○調査の役割
　平成27年国勢調査は、少子高齢化社会

における日本の未来を描く上で欠くこと

のできないデータを得るために実施しま

す。

　調査の結果は、さまざまな法令にその

利用が定められているほか、社会福祉、

雇用政策、生活環境の整備、防災対策な

ど、私たちの暮らしのために役立てられ

ます。

○調査の方法
　今回の調査では、先にインターネット

での回答を受け付け、インターネットで

回答されなかった世帯には紙の調査票を

配布して調査を行います。

　紙の調査票は、調査員に直接提出いた

だくか、郵送でも提出できます。

○国勢調査へのご理解・ご回答を

　お願いします
　９月10日㈭から、調査員がインターネ
ット回答のための書類をお配りします。

パソコンやスマートフォンなどからご回

答いただけますので、インターネットで

の回答をお願いします。

詳しくは「国勢調査2015キャンペーンサイト」をご覧ください。

　http://kokusei2015.stat.go.jp/

総務省・愛媛県・西条市

平成27年国勢調査を実施します

スマート国勢調査！

　○国勢調査実施本部（総務課　統計係内）　TEL0897－52－1390

　○各総合支所総務課　総務調整係

国勢調査の問い合わせ先

今回からインターネット回答がスタート！

国勢調査2015 検索

センサスくん みらいちゃん

日本に住む全ての世帯の方が対象です
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木造住宅の耐震化を支援します

あなたの自宅は大丈夫ですか？

大規模地震に備えて

　南海トラフ巨大地震などの大規模地震は、

いつ発生してもおかしくありません。大地震

から自分と家族の命や生活の場を守るには、

住まいの耐震化が重要です。

　市では、地震に対する住宅の安全性の向上

を図るため、木造住宅の耐震診断・耐震改修

木造住宅耐震診断・耐震改修

にかかる費用の一部を補助しています。耐震

性が気になる方、リフォームと併せて耐震工

事をご検討の方など、お気軽にお問い合わせ

ください。

　「もしも」のことを考え、被害を最小限に

食い止めるため、今からできる限りの備えを

しておきましょう。

○補助金最大116万円！

○改修工事費が90万円までなら

　工事費の自己負担額０円！

耐震診断
■対象となる住宅

　昭和56年５月31日以前に着工された２階

建て以下の一戸建て木造住宅で、延べ面積

が500平方メートル以下のもの

■補助金の額

　耐震診断に要する費用

　⅔ 以内、限度額２万円
■昨年度の実績

　耐震診断に要する費用

　３万～８万円程度で、平均約５万円

１
（先着50戸）

耐震改修
■対象となる住宅

　市が補助する耐震診断を受けて耐震性が

低いと判定された住宅で、改修後「倒壊し

ない・一応倒壊しない」と評価されたもの

■補助金の額

　改修設計費用：⅔ 以内、限度額20万円
　改修工事費用：限度額90万円

　工事監理費用：⅔ 以内、限度額４万円
■昨年度の実績

　改修費用（設計、監理費用含む）

　100万～369万円程度で平均約207万円

２
（先着30戸）

申込期限
　平成28年１月19日㈫まで

○市庁舎新館３階建築審査課　建築審査係　TEL0897－52－1554

○各総合支所建設管理課　建設管理係

耐震診断・耐震改修の

問い合わせ先

　まずは窓口へご相談ください。補助申請の流れ

や制度の詳しい説明をします。（電話相談可）

　住宅の建築年月などが不明な方は、市で確認で

きる場合がありますので、お気軽にお問い合わせ

ください。

　耐震改修をされる場合、税の軽減制度や金利優

遇を設けたリフォームローンもあります。

申請をするには 改修事例（筋かいを入れて強度を確保）

▼

改
修
前

▼

改
修
後
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臨時福祉給付金の申請受付を開始します

給付金をかたる　　　　　　　　にご注意ください！
“振り込め詐欺”
“個人情報詐取”

申請期間　９月１日㈫～平成28年２月29日㈪

臨時福祉給付金とは？

　平成26年４月から消費税率が８％に引き上げら

れたことによる影響を緩和するため、暫定的・臨

時的な措置として、臨時福祉給付金を支給するも

のです。

　昨年度に引き続き、９月から平成27年度の申請

受付を開始します。

【支給対象者】

　平成27年度の市民税（均等割）が課税されない

方。ただし、次に該当する場合などは支給対象に

なりません。

●ご自身を扶養している方が課税される場合

●生活保護制度の被保護者となっている場合

※原則、平成27年１月１日時点で住民票が西条市

　にある方が対象です。

【支給額（１回のみ）】

　支給対象者１人につき、６，０００円

臨時福祉給付金の問い合わせ先・受付窓口

臨時福祉給付金の申請方法

【申請期間】

　平成27年９月１日㈫～平成28年２月29日㈪
※期間内に申請をしなければ、給付金を受け取る

　ことができません。

【申請方法】

　支給対象と思われる方（世帯）に、申請書（請

求書）と案内チラシを８月下旬に送付します。

　申請書が届いたら、内容をご確認の上、必要事

項を記入・押印して市へ郵送するか、市の受付窓

口へ直接提出してください。その際、本人確認書

類（運転免許証などのコピー）が必要です。

【注意事項】

○申請受付後、支給の可否を審査します。

○給付金の支給後に、支給対象でないことが判明

　した場合は、給付金を返還していただきます。

○ＤＶ（ドメスティックバイオレンス）被害者の

　方の手続きについては、別途ご相談ください。

【問合せ・受付】　○市庁舎本館２階　臨時福祉給付金事務局　　TEL0897－52－5786 ･ TEL0897－56－5151

　　　　　　　　○各総合支所　　　臨時福祉給付金受付窓口

　　　　　　　　　東予：TEL0898－64－2700　 丹原：TEL0898－68－7300　 小松：TEL0898－72－2111

【制度について】　○厚生労働省　専用ダイヤル　TEL０５７０－０３７－１９２（オー！みな　いいきゅうふ）

　　　　　　　　○　　〃　　　ホームページ　http://www.2kyufu.jp/

平成27年度

　「臨時福祉給付金」や「子育て世帯臨時特例給付金」をかたる

“振り込め詐欺”や“個人情報の詐取”にご注意ください。

　市担当者や厚生労働省職員が電話や訪問によって、世帯状況や

金融機関の情報をお伺いすることはありません。

　市や厚生労働省（の職員）などをかたった電話や訪問があった

場合は、迷わず、上記事務局や最寄りの警察署（または、警察相

談専用電話「♯９１１０」）へご連絡ください。
厚生労働省
給付金キャラクター「カクニンジャ」

ＡＴＭの操作や

手数料の振込などを

求めることは

絶対ありません！
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伊予小松から西域へ

シルクロード探検家 日野強の足跡

日 時

場 所

聴講料　　無料（小松公民館へ電話などでの予約が必要）

定　員　　300人（先着順）

問合せ　小松公民館　TEL0898－72－2631

　　　　主催：西条市教育委員会　　共催：小松史談会

問合せ　市庁舎新館４階　観光物産課　TEL0897－52－1446

９月19日㈯　14時開演（13時30分開場）

小松公民館 大ホール

配布期間

配布場所

10月１日㈭～11月３日㈫

石鎚登山ロープウェイ

山麓下谷駅

西条市偉人顕彰特別講演会

石鎚国定公園指定60周年記念

講師　金子民雄氏

　東京在住。歴史学者であり、探検史研

究の第一人者。日野の探検ルートや子孫

を取材し、自著「中央アジアに入った日

本人」（中央文庫）などで紹介している。

日野　強（ひの つとむ）

　慶応元（1866）年12月７日、現在の西条市小松町

新屋敷に生まれる。幼少期に小松町で学んだ漢学か

ら、陸軍きっての中国語通で知られ、参謀本部から

明治39（1906）年に中露国境の調査を命じられる。

　当時、清国領であった天山北路を日野は１年かけ

て探検し、詳しい記録を残した。参謀本部は日野の

調査結果を軍事機密にせず、「伊犂（イリ）紀行」と

して刊行させた。明治天皇は中央アジアに興味を持

ち、大正天皇も日野を高く買ったとされる。

　明治期に中央アジアに入った日本人では、日野は

三指に入るとされている。

60周年記念イベント実施・計画中！

　県や地元市町、各種団体などでは、石鎚の

自然の特徴や魅力を再認識し、未来に伝えて

いくため、さまざまなイベントを実施・計画

しています。詳細は決定次第、県や市のホー

ムページなどで周知しています。

　皆さん、ぜひ石鎚山系へお越しください。

　石鎚国定公園指定60周年を記念して、石鎚山に登る先着１万人に

西条産の間伐材で作った「記念ストラップ」を差し上げます。

記念ストラップをプレゼント!!石鎚

登山者

先着１
万人に

石鎚国定公園60周年記念 検索
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市長コラム
第32球

　７月９日、「地方で仕事をつくる　～自治体・企業の連携による地方創生

～」と題する日経地方創生フォーラムに出席しました。

　これは日本経済新聞社から、本年１月に地域再生計画の認定を受けた「総合

６次産業都市」について、西条市の取り組みを紹介してほしいとの依頼を受け

たものです。

　会場となった東京・大手町の日経ホールには定員いっぱいの600人が集まり、地方創生への関心

の高さがうかがわれました。あいさつに立たれた石破茂地方創生担当大臣から「地域の魅力を再発

見し、地方への新しい人の流れを作る」との力強い決意表明があり、その後、私が事例発表の一番

手として登壇しました。「うちぬきのまち西条の挑戦」と題した講演で、これまでの西条市の取り

組みのみならず、うちぬき、石鎚山や西条まつりなど、大いに紹介することができました。

　続いて、総合６次産業化に尽力いただいている住友化学株式会社の貫和之執行役員から、サンラ

イズファーム西条やサンライズ西条加工センターを紹介いただくとともに、経団連企業と地域農業

界の連携、今後の方向性について、企業の立場から講演いただきました。連携した西条の取り組み

をそれぞれの立場から十分にお伝えできたと思います。「全国のモデルとなる取り組みですね」

「西条まつりは圧巻ですね」という多くの声をいただきました。

　また、フォーラムの開催告知や当日の発表内容が日経新聞に大きく掲載されたこともあり、西条

市をＰＲする絶好の機会となりました。

　今後も関係機関との連携を密に取り組んでいきますが、大学との連携について、大きく前進しま

した。７月13日、臨時市議会において、西条市と企業、愛媛大学などの連携拠点となる「（仮称）

地域創生センター」の整備に向けた設計予算が可決されまし

た。高等教育研究機関のない西条市に愛媛大学がサテライト

拠点（本拠地以外での研究等活動の場）を置くことで、大学

と企業、ＪＡなどとの連携や、将来的には大学院修士コース

の創設や地元高校と連携した高大連携教育の推進にも期待で

きます。

　このように、総合６次産業都市西条に向けた挑戦には連携

が重要です。地方創生における西条モデルとして全国に発信

していきましょう。

うちぬきのまち西条の挑戦

▲約600人の前で西条市をＰＲ

市政懇談会 ～市長とキャッチボール～ 各公民館で開催
　地域の課題などについて、市長と直接意見交換をしてみませんか。ぜひご参加ください。

■日時・場所

　○９月12日㈯　19時～20時30分　神拝公民館　TEL0897－53－6946
　○９月26日㈯　19時～20時30分　氷見公民館　TEL0897－57－9100
　○９月29日㈫　19時30分～21時　周布公民館　TEL0898－68－7030
　○９月30日㈬　19時30分～21時　徳田公民館　TEL0898－68－7027
　○10月20日㈫　19時30分～21時　禎瑞公民館　TEL0897－57－7274
　○10月26日㈪　19時30分～21時　三芳公民館　TEL0898－66－0504
　○10月27日㈫　19時～20時30分　中川公民館　TEL0898－73－2200
　○10月28日㈬　19時30分～21時　楠河公民館　TEL0898－66－0238
■内容　市政報告、意見交換（フリートーキング）

■問合せ

○市庁舎本館３階

　広報広聴課　広聴係

　TEL0897－52－1694

○各総合支所

　総務課　総務調整係

※電話番号は12ページ上段
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〒799-1394　周布349番地1　TEL0898ー64ー2700　℻0898ー65ー4363東予総合支所

小松総合支所

内各地にも西条八堂山のお染め狸、小松高鴨神社のお

富狸、丹原生木のお地蔵さんのおしぶ狸など多くの化

け狸伝説があります。

　壬生川駅のある多賀地区にも、屋島の禿狸との腕競

べなどの昔話で知られる「喜左衛門狸」の伝説が伝

わっていることから、橋の

名前が狸にちなんだ「ぽん

ぽこ橋」となりました。橋

の欄干にはユーモラスな狸

のイラストがあり、通行人

の目を楽しませてくれます。

また、駅前広場の各所に喜

左衛門狸がいますので、探

してみませんか。

みちしるべ
～街道と道標～

〒791-0592　丹原町池田1733番地1　TEL0898ー68ー7300　℻0898ー68ー4769丹原総合支所

　貞享３（1686）年６月、徳能村庄屋の渡部権太夫一

家５人は、藩政を誹謗した罪により、新市の処刑場で

打ち首となりました。

　当時、徳能村は松山藩桑村郡に属していましたが、

長引く日照りや長雨による凶作で年貢の奉納に苦しん

でいました。桑村郡各村の庄屋は、幾度となく松山藩

主に年貢の軽減を具申するも聞き入れてもらえず、他

の庄屋が諦める中、権太夫は治政を改めてもらうため

に一人遍路姿で直訴へと旅立つのでした。家族を守ろ

うとあらかじめ妻と離縁しましたが、母と３人の子ど

もたちは救えませんでした。

　それから330年後の今年６月28日、徳能自治会では

渡部権太夫の義心に感謝し、供養仏の大師像などの修

復を行い、徳能瑞巌寺と墓で330年忌法要を執り行い

ました。

　また毎年４月29日には、５人の慰霊のために建てら

れた五社霊神という社で、報恩感謝、五穀豊穣を祈願

する祭礼が行われています。

先人の功績に報恩感謝
～渡部権太夫３３０年忌法要～

橋に化けた狸
～ぽんぽこ橋～

　

　今年３月、ＪＲ壬生川駅に東西自由道路が開通し、

「ぽんぽこ橋」と名付けられました。この橋は、駅前

と駅西広場をつなぐ全長約50ｍ、幅４ｍの連絡橋で、

自転車ごと乗れるエレベーターも設置され、駅の西側

地区からの駅へのアクセス向上や、東西地域の交流促

進が期待されてい

ます。

　ではなぜ「ぽん

ぽこ」なのでしょ

うか。四国は狸伝

説が多く、西条市▲壬生川駅をまたぐぽんぽこ橋 ▲ぽんぽこ橋欄干のたぬき

▲法要の様子（左：徳能瑞巌寺、右：渡部権太夫の墓）

　今も昔も、小松は“街道のまち”です。奈良時代の

南海道や現在の２つの自動車専用道路といった官道だ

けでなく、遍路道やこんぴら道、石鎚登山のお山道な

ど、庶民の信仰や文化を支えたさまざまな道も通って

いました。人の移動が制限されていた時代にも、多く

の旅人がこの地を行き交い、その流れが文化の里・小

松を生んだのかもしれません。残念ながらそれらの多

くは往時の姿をとどめてはいませんが、沿道にあった

石の道標は、今もまちのそこかしこに残っており、そ

れらをゆっくり見て歩くのも楽しいものです。

　道標は、「横峰寺六十七丁」などの文字案内だけで

はなく、指差しのレリーフが残ってい

ます（写真①）。裏面には、施主の名

前や設置年月などが彫られ、その中に

は江戸後期の年号も数多くありますが、

ＪＲ新宮踏切脇にある、小さくて素朴

な石柱は、「天文四年（＝1535年）」

と刻まれています（写真②）。戦国の

頃から、この地の人たちは旅人の安全

を願っていたのです。

　取り組みが始まった遍路道の世界遺

産化への第一歩は、こうした道標を守

りながら、そこに込められた“いにし

え人”の優しい心根を受け継いでいく

ことなのかもしれません。

①右こんぴら道

②左へんろみち

たぬき

〒799-1198　小松町新屋敷甲496番地　TEL0898ー72ー2111　℻0898ー72ー4048

ひ ぼ う



■西条市庁舎
　TEL0897－56－5151

■東予総合支所
　TEL0898－64－2700

■丹原総合支所
　TEL0898－68－7300

■小松総合支所
　TEL0898－72－2111

市役所への
お問い合わせ先

　

長
年
、
社
会
に
貢
献
さ
れ
て
き

た
高
齢
者
の
方
々
を
敬
愛
し
、
長

寿
を
祝
い
、
長
年
の
ご
苦
労
に
対

し
て
感
謝
し
ま
し
ょ
う
。

【
敬
老
会
に
ご
出
席
く
だ
さ
い
】

　

今
年
も
各
校
区
で
敬
老
会
を
実

施
し
ま
す
。
日
時
や
会
場
な
ど
詳

し
く
は
、
地
元
婦
人
会
な
ど
の
関

係
者
が
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
お
誘

い
合
わ
せ
て
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

■
該
当
者　

昭
和
１5
年
１２
月
３１
日

以
前
に
生
ま
れ
た
方

【
長
寿
祝
金
を
お
届
け
し
ま
す
】

　

平
成
２7
年
９
月
１
日
現
在
、
満

75
歳
以
上
で
、
１
年
以
上
西
条
市

住
民
基
本
台
帳
に
登
載
さ
れ
て
い

る
方
に
、
長
寿
祝
金
３
０
０
０
円

を
お
届
け
し
ま
す
。

■
お
届
け
方
法

　

9
月
中
旬
以
降
、
民
生
児
童
委

員
を
通
じ
て
お
届
け
し
ま
す
。

　

お
届
け
に
は
１
週
間
か
ら
2
週

間
ほ
ど
か
か
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

○�

市
庁
舎
本
館
１
階　

高
齢
介
護

課　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

18
日
㈮　

国
民
健
康
保
険
税
第
２

期
分
、
市
県
民
税
第
２
期
分
の

督
促
状
の
発
送

30
日
㈬　

国
民
健
康
保
険
税
第
３

期
分
、
固
定
資
産
税
第
３
期
分

の
納
期
限

※
督
促
状
１
通
に
つ
き
100
円
の
督

促
手
数
料
を
い
た
だ
き
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、

納
期
限
日
の
残
高
に
ご
注
意
く

だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
・
一
部
）
、
若
年
者
納
付
猶
予
、

学
生
納
付
特
例
の
承
認
を
受
け
た

期
間
が
あ
る
場
合
、
保
険
料
を
全

額
納
め
た
時
よ
り
も
老
齢
基
礎
年

金
の
受
取
額
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

将
来
受
け
取
る
老
齢
基
礎
年
金

を
増
額
す
る
た
め
に
、
こ
れ
ら
の

期
間
の
保
険
料
は
１0
年
以
内
な
ら

さ
か
の
ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追

納
）
が
で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
免

除
等
の
承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌

年
度
か
ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以

降
に
追
納
す
る
と
、
当
時
の
保
険

料
に
加
算
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

※�

す
で
に
老
齢
基
礎
年
金
を
受
給

中
の
方
は
追
納
で
き
ま
せ
ん
。

■
手
続
き
に
必
要
な
も
の

○
年
金
手
帳

○
認
印
（
ス
タ
ン
プ
印
不
可
）

■
問
合
せ

○
新
居
浜
年
金
事
務
所

℡
０
８
９
７

－

３
５

－

１
３
６
２

○
市
庁
舎
新
館
１
階

　

市
民
生
活
課　

年
金
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
３

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

市
民
保
険
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

【
今
治
小
松
自
動
車
道
　
今
治
湯

ノ
浦
IC
～
い
よ
小
松
IC
】

■
規
制
日
時

　

９
月
7
日
㈪
～
１5
日
㈫
（
９
月

１２
日
㈯
・
１３
日
㈰
除
く
）

　

２0
時
～
翌
朝
６
時

■
う
回
路

　

国
道
１１
号
・
国
道
１
９
６
号

【
松
山
自
動
車
道
　
大
洲
北
只
IC

～
西
予
宇
和
IC
】

■
規
制
日
時

　

１0
月
２6
日
㈪
・
２7
日
㈫

　

２0
時
～
翌
朝
６
時

■
う
回
路　

国
道
56
号

【
松
山
自
動
車
道
　
松
山
IC
～
大

洲
IC
】

■
規
制
日
時

　

１１
月
９
日
㈪
～
２0
日
㈮
（
１１
月

１4
日
㈯
・
１5
日
㈰
除
く
）

　

２0
時
～
翌
朝
６
時

■
う
回
路

　

国
道
56
号
・
県
道
２３
号
伊
予
川

内
線

【
問
合
せ
】

　

西
日
本
高
速
道
路
㈱
四
国
支
社

　

愛
媛
高
速
道
路
事
務
所

℡
０
８
９

－

９
０
５

－

０
１
８
１

　
農
作
物
を
野
生
動
物
か
ら
守
る

た
め
、
市
内
に
は
多
数
の
電
気
さ

く
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
む
や

み
に
近
づ
き
、
触
れ
な
い
よ
う
注

意
し
て
く
だ
さ
い
。
誤
っ
て
触
れ

た
場
合
、
瞬
間
的
な
痛
み
は
あ
り

ま
す
が
、
正
し
く
設
置
さ
れ
た
電

気
さ
く
は
人
体
に
影
響
を
与
え
る

も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

電
気
さ
く
を
設
置
さ
れ
て
い
る

方
は
、
い
ま
一
度
の
点
検
と
安
全

な
運
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
３
階

　

林
業
振
興
課　

林
業
振
興
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
５
０
４

○
各
総
合
支
所　

農
林
水
産
課

　

農
林
振
興
係
（
東
予
）

　

農
林
水
産
係
（
丹
原
・
小
松
）

お
年
寄
り
に
感
謝
を
！

９
月
21
日
㈪
は
「
敬
老
の
日｣

９
月
の
市
税
ご
よ
み

「
電
気
さ
く
」
に
ご
注
意
を
！▲市内に設置の電気さく

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
猶

予
期
間
が
あ
る
方
は
追
納
制
度

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

高
速
道
路
の
夜
間
通
行
止
め
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■
加
入
要
件

①
国
民
年
金
第
1
号
被
保
険
者

（
保
険
料
納
付
免
除
者
を
除
く
）

※�

国
民
年
金
の
付
加
年
金
（
保
険

料
月
額
４
０
０
円
）
へ
の
加
入

が
必
要
。

②
年
間
60
日
以
上
農
業
に
従
事

③
２0
歳
以
上
60
歳
未
満

　

①
か
ら
③
全
て
に
該
当
す
る
方

は
、
農
地
を
持
た
な
い
農
業
者
、

配
偶
者
や
後
継
者
な
ど
家
族
農
業

従
事
者
の
方
も
加
入
で
き
ま
す
。

■
農
業
者
年
金
の
メ
リ
ッ
ト

○�

終
身
年
金
で
80
歳
ま
で
の
保
証

付
き
で
す
。

○�

公
的
年
金
な
の
で
税
制
上
優
遇

措
置
が
あ
り
ま
す
。

○�

農
業
の
担
い
手
に
は
、
政
策
支

援
（
保
険
料
の
国
庫
補
助
）
が

あ
り
ま
す
。

※�

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。
必
要
な
方
に
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
郵
送
し
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
本
館
３
階

　

市
農
業
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
６
２

○
各
総
合
支
所

　

市
農
業
委
員
会
分
室

～
農
業
者
の
皆
さ
ん

　

老
後
の
蓄
え
は
万
全
で
す
か
～

農
業
者
年
金
へ
加
入
し
ま
し
ょ
う

○市庁舎本館２階　下水道業務課　下水道業務係
　TEL0897－52－1224
○東予総合支所建設管理課　東予・丹原下水道係
　TEL0898－64－2700（内線227）

　下水道に接続する工事は、衛生上とても大切な工事です

ので、市の指定工事店でなければ行えません。指定工事店

以外での工事は無資格工事となり、工事のやり直しや、過

料（違反に対する金銭）を科せられる場合があります。

■融資あっせん制度をご利用ください

　市では、下水道への接続工事をする際、工事１件につき

30万～40万円を限度額（工事内容で異なります）とする、

工事資金の融資あっせんを行っています。

　現在、市内の下水道は約６万人の方が利用できますが、

その利用率は西条地区で約95％、東予・丹原地区で約81％

と、まだ下水道に接続していない家屋があります。

　下水道が使えるようになった地域の皆さんが下水道に接

続することで、初めて地域一帯の生活環境の改善が進み、

下水道整備の効果が現れてきます。

　下水道が使えるようになった地域で、まだ接続していな

いご家庭は、１日も早く下水道に接続しましょう。

　下水道は、良好な生活環境の確保や公共用水域の水質保

全など、重要な役割を担っています。快適で住みよいまち

づくりのため、事業へのご理解とご協力をお願いします。

　下水道にビニールや残飯などの異物や油などが流れ込む

と、下水管や処理施設の故障の原因となり、維持管理費の

増大につながります。下水道はみんなで使う公共の財産で

す。次のことに注意して、下水道を大切に使いましょう。

○排水口に網などを付けて、異物を流し込まない。

○油は紙でふき取り、もえるごみで出す。

○月１回程度、汚水ます内の油やごみを取り除く。

　排水設備、水洗便所への改造などの相談にお答えします。

■日時・場所

●新 市 集 会 所　９月11日㈮　10時～12時
●氷見土居集会所　９月11日㈮　14時～16時

下水道相談所を開設します

　下水道をテーマにした作品を募集します。各部門の中から

国土交通大臣賞などの作品が選ばれます。

■募集部門・対象

○絵画・ポスター、作文、書道、新聞部門：小・中学生

○標語部門：資格制限なし

■応募期限　10月28日㈬
※作品は下水道業務課が取りまとめて主催者へ送付します。

　詳しくは、下水道業務課へお問い合わせください。

■主催　㈳日本下水道協会、㈱日本水道新聞社

下水道いろいろコンクール作品募集

問
合
せ

　飲食店の厨房からの排水には、下水管の詰まりや悪臭の

原因となる「油脂分」や「生ごみ」が多く含まれています。

管理を怠ると下水管が詰まり、お店の水回りが使えなくな

るだけでなく、近隣の皆さんも排水ができなくなる原因と

なります。グリーストラップの清掃など適正な管理を行っ

てください。

９月10日は「下水道の日」

●１日も早く下水道に接続しましょう！

●接続工事は必ず市の指定工事店で！

●下水道は正しく使用しましょう！

●グリーストラップは正しく維持管理！

■
屋
外
広
告
物
と
は

　

看
板
、
は
り
紙
・
は
り
札
、
広

告
塔
な
ど
、
屋
外
で
継
続
し
て
表

示
さ
れ
る
広
告
物

■
発
注
は
県
の
登
録
業
者
に

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
掲
出
は
、

県
で
登
録
を
受
け
た
業
者
し
か
行

え
ま
せ
ん
。
発
注
の
際
は
、
県
の

登
録
簿
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

○
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

URL�http://w
w
w
.pref.ehim

e.jp/
shakaikiban/toshi/kokoku/

■
設
置
申
請

　

屋
外
広
告
物
の
表
示
は
、
一
部

を
除
い
て
許
可
が
必
要
で
す
。
詳

し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。

■
定
期
的
に
安
全
点
検
を

　

広
告
物
の
倒
壊
や
落
下
に
よ
る

事
故
を
防
ぐ
た
め
、
適
正
に
管
理

し
て
く
だ
さ
い
。

■
違
反
広
告
物
は
撤
去
し
ま
す

　

市
で
は
、
良
好
な
景
観
と
市
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
に
、

県
条
例
に
基
づ
き
違
反
広
告
物
を

撤
去
し
て
い
ま
す
。
ご
理
解
・
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
３
階

　

建
設
道
路
課

　

道
路
調
査
情
報
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
３
２

屋
外
広
告
物
の
設
置
は
適
切
に
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黒
瀬
ダ
ム
で
は
、
ダ
ム
放
流
中

の
写
真
や
ダ
ム
に
関
す
る
基
本
的

情
報
、
技
術
秘
話
な
ど
が
記
さ
れ

た
ダ
ム
カ
ー
ド
を
配
布
中
で
す
。

■
配
布
日
時

○
毎
日　

９
時
～
１7
時

※�
休
日
は
管
理
事
務
所
の
イ
ン

タ
ー
ホ
ン
を
押
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ダ
ム
来
訪
者
に
限
り
１
人
１
枚

■
場
所
・
問
合
せ

○
黒
瀬
ダ
ム
管
理
事
務
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

３
１
３
１

黒
瀬
ダ
ム
に
行
こ
う
！

～
「
ダ
ム
カ
ー
ド
」
無
料
配
布
中
～

　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
新
制
度

に
よ
り
、
平
成
２7
年
度
か
ら
保
育

料
を
９
月
に
改
定
し
ま
す
。
新
保

育
料
は
９
月
上
旬
に
各
保
育
所

（
園
）
か
ら
通
知
す
る
予
定
で
す
。

■
新
保
育
料
の
期
間

　

９
月
分
～
平
成
２8
年
８
月
分

■
算
定
基
準　

平
成
２7
年
度
市
民

税
の
所
得
割
額

■
算
定
の
対
象
者

　

児
童
の
父
母
ま
た
は
扶
養
義
務

者
（
家
計
の
主
宰
者
※
）

※�

保
護
者
の
収
入
が
生
活
保
護
基

準
よ
り
少
な
い
場
合
は
、
世
帯

の
最
多
収
入
者
（
同
居
の
祖
父

母
な
ど
）
で
保
育
料
を
算
定
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

子
育
て
支
援
課　

保
育
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
３
７

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

　

新
た
に
登
録
さ
れ
る
選
挙
人
名

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

■
新
規
登
録
者

　

平
成
２7
年
９
月
１
日
現
在
で
、

次
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
平
成

２7
年
６
月
２
日
か
ら
引
き
続
き
西

条
市
の
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ

れ
て
い
る
方
。

○�

平
成
７
年
６
月
３
日
～
９
月
２

日
に
生
ま
れ
た
方

○�

平
成
２7
年
３
月
２
日
～
６
月
１

日
に
転
入
の
届
け
出
を
し
た
方

■
縦
覧
期
間

　

９
月
３
日
㈭
～
７
日
㈪

　

８
時
３0
分
～
１7
時

■
縦
覧
場
所　

市
庁
舎
本
館
５
階

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

℡
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
６
３

　

ペ
ッ
ト
の
ト
ラ
ブ
ル
は
、
飼
い

主
の
マ
ナ
ー
や
モ
ラ
ル
の
問
題
で

す
。
「
犬
の
無
駄
吠
え
」
は
し
つ

け
で
改
善
で
き
ま
す
。
放
し
飼
い

に
し
な
い
こ
と
や
、
糞
尿
の
始
末

な
ど
は
、
動
物
を
飼
う
人
の
基
本

的
な
マ
ナ
ー
で
す
。

　

犬
は
で
き
る
か
ぎ
り
室
内
で
飼

い
ま
し
ょ
う
。
屋
外
で
飼
う
場
合

も
近
隣
へ
の
配
慮
が
必
要
で
す
。

必
ず
係
留
す
る
な
ど
し
て
逃
走
し

な
い
よ
う
に
し
、
散
歩
な
ど
で
運

動
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

　

猫
も
室
内
で
飼
う
の
が
基
本
で

す
。
寝
床
や
ト
イ
レ
は
常
に
清
潔

に
し
、
首
輪
に
は
連
絡
先
を
書
い

て
お
き
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

衛
生
係

℡
０
８
９
７

－
５
２

－

１
４
６
１

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

生
活
環
境
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

保
育
所（
園
）の
保
育
料
を

９
月
分
か
ら
改
定
し
ま
す

　平常時での空間放射線量データの蓄積を目的に、市では

市内８地点で空間放射線量を測定しています。

　７月度の測定の結果、いずれの地点においても異常値は

観測されませんでした。

■環境省が示す基準値　毎時0.23マイクロシーベルト

※測定場所の位置や過去の測定結果を市ホームページに掲載しています。

※測定頻度は年４回（４月、７月、10月、１月）。昨年７月以前は月１回。

■問合せ　市庁舎新館２階環境衛生課　TEL0897－52－1382 石鎚登山ロープウェイ山頂成就駅

小松総合支所

旧鞍瀬駐在所

丹原総合支所

楠河公民館

東予総合支所

飯岡公民館

うちぬき広場

測定場所 測定日 測定数値

毎時０.０８

毎時０.１１

毎時０.０８

毎時０.０９

毎時０.０９

毎時０.０８

毎時０.０８

毎時０.０４

14日

14日

14日

14日

14日

14日

14日

23日

■７月の空間放射線量測定結果　　単位：マイクロシーベルト７月の空間放射線量測定結果

■
日
時

　

９
月
１7
日
㈭　

９
時
３0
分
～

■
場
所　

総
合
文
化
会
館

■
内
容

　

老
人
福
祉
に
功
績
が
あ
っ
た
方

へ
の
表
彰
、
金
婚
者
の
顕
彰
、
記

念
講
演
。

■
問
合
せ

○�

市
庁
舎
本
館
１
階　

高
齢
介
護

課　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

■
日
時

○
１0
月
１
日
㈭　

９
時
～
１6
時

○
１0
月
２
日
㈮　

９
時
～
１5
時

■
内
容　

農
林
水
産
研
究
に
親
し

ん
で
い
た
だ
く
た
め
、
試
験
・
研

究
成
果
の
発
表
、
施
設
・
研
究
ほ

場
の
公
開
に
加
え
、
さ
ま
ざ
ま
な

イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。

■
場
所
・
問
合
せ

○
県
農
林
水
産
研
究
所

℡
０
８
９

－

９
９
３

－

２
０
２
０

○
県
果
樹
研
究
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９

－

９
７
７

－

２
１
0
０

老
人
福
祉
大
会

農
林
水
産
参
観
デ
ー

９
月
20
日
～
26
日
は
動
物
愛
護
週
間

ペ
ッ
ト
を
飼
う
と
き
は

マ
ナ
ー
を
守
り
ま
し
ょ
う

９
月
定
時
登
録
に
よ
る
選
挙
人

名
簿
新
規
登
録
者
の
縦
覧

▲ダムカード
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入場券取扱所
○社会教育課（市庁舎新館４階）

○市教育委員会西部分室（東予総合支所２階）

○中央公民館　　○各公民館　　○各図書館

■入場料　500 円

　※第２部パネルディスカッションは無料

■問合せ

　市庁舎新館４階　社会教育課

　歴史文化振興係　TEL0897－52－1628

日時
９月26日㈯　13時開演
　　　　　　（12時30分開場）

中央公民館　多目的ホール

場所

永納山城跡国史跡指定10周年記念シンポジウム 西条市文化講演会

　永納山城跡が国史跡指定を受けてから、今年で10周年になりま

す。俳優で考古学者でもある苅谷俊介氏が、新しい視点から古代

山城にアプローチし、考古学のおもしろさを話します。

【第１部　記念講演会】

　講師　苅谷俊介氏　「神籠石系山城の源流を求めて」

【第２部　パネルディスカッション】

　コーディネーター　下條信行氏（愛媛大学名誉教授）

　パネリスト　亀田修一氏（岡山理科大学教授）

　　　　　　　白石成二氏（元ソーシアル・リサーチ研究会代表）

　　　　　　　苅谷俊介氏

苅谷俊介（かりやしゅんすけ）氏
昭和21年生。昭和49年石原プロモーション所属。退
社後昭和60年に㈱土舞台創設、代表取締役に就任。
「西部警察」などのテレビドラマや「里見八犬伝」
などの映画にも多数出演。考古学にも造詣が深く、
奈良県桜井市纒向遺跡などの発掘調査に従事し、平
成12年日本考古学協会会員資格取得。著書に『土と
役者と考古学』（山と渓谷社）などがある。

こうごいし

■
日
時　

　

９
月
１２
日
㈯　

１0
時
～
１２
時

■
場
所　

円
山
森
林
公
園
（
中
寺
）

■
内
容　

バ
ッ
タ
や
ト
ン
ボ
な
ど

身
近
な
昆
虫
の
観
察
。

■
講
師

　

山
本
貴
仁
氏
（
西
条
自
然
学
校
）

■
定
員　

３0
人
（
先
着
順
）

■
対
象
　
４
歳
以
上

※
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴

■
申
込
期
限　

９
月
７
日
㈪

■
申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

環
境
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時

　

９
月
２6
日
㈯　

１5
時
～
１7
時

■
場
所　

加
茂
川
河
口
右
岸
先
端

■
内
容　

干
潟
の
生
き
も
の
か
ら

自
然
環
境
を
調
べ
る
。

■
講
師　

伊
谷　

行
氏
（
高
知
大

学
）、
西
条
自
然
学
校

■
定
員　

２0
人
程
度
（
先
着
順
）

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上

※
小
学
生
は
保
護
者
同
伴

■
申
込
期
限　

９
月
１7
日
㈭

■
申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

環
境
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
３
８
２

Eﾒｰﾙkankyoeisei@
saijo-city.jp

■
日
時　

９
月
２7
日
㈰

　
　
　
　

１0
時
～
１4
時
３0
分

■
場
所　

ひ
め
ぎ
ん
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
松
山
市
恵
原
町
）

■
内
容　

犬
の
し
つ
け
方
教
室
、

移
動
動
物
園
、
動
物
相
談
な
ど

■
問
合
せ

　

愛
媛
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９

－

９
７
７

－
９
２
０
０

■
日
時

　

１0
月
４
日
㈰　

１３
時
３0
分

■
場
所　

丹
原
文
化
会
館

■
目
的　

同
和
問
題
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問
題
を
解
決
す

る
た
め
、
問
題
へ
の
理
解
と
認
識

を
深
め
、
差
別
に
気
づ
き
、
行
動

で
き
る
人
づ
く
り
を
進
め
る
。

■
内
容

○
第
一
部　

丹
原
東
中
学
校
生
徒

　

に
よ
る
学
習
発
表

○
第
二
部　

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

　
「
人
権
文
化
の
花
が
咲
く
西
条

　

市
を
目
指
し
て
」

■
人
権
ポ
ス
タ
ー
・
標
語
展
示

　

１0
月
３
日
㈯
・
４
日
㈰
に
市
内

児
童
生
徒
の
作
品
を
展
示
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

人
権
教
育
課

℡
０
８
９
７

－

５
２

－
１
３
６
０

■
日
時

　

９
月
２7
日
㈰
（
雨
天
中
止
）

　

１0
時
～
１２
時
、
１３
時
～
１5
時

■
場
所　

四
国
鉄
道
文
化
館
南
館

■
内
容　

南
館
に
整
備
し
た
総
延

長
２
３
５
㍍
の
軌
道
を
ミ
ニ
Ｓ
Ｌ

や
バ
ッ
テ
リ
ー
式
の
列
車
で
走
行

し
ま
す
。

■
料
金
な
ど　

１
回
１
０
０
円

※�

未
就
学
児
は
無
料
で
す
が
、
保

護
者
の
同
乗
（
有
料
）
が
必
要

で
す
。

■
問
合
せ

　

西
条
市
観
光
交
流
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
７

－

４
７

－

３
５
７
５

第
２
回　

自
然
観
察
会

市
民
参
加
型

干
潟
の
生
き
も
の
調
査

差
別
を
な
く
す
る
市
民
の
つ
ど
い

動
物
愛
護
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

え
ひ
め
２
０
１
５

ミ
ニ
Ｓ
Ｌ
乗
車
会

▲ミニ列車の旅を楽しもう！
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■
開
催
日

　

９
月
２0
日
㈰
・
２１
日
㈪

■
場
所　

ひ
う
ち
陸
上
競
技
場
、

東
予
運
動
公
園
球
技
場

■
試
合
開
始
予
定
時
間

①
８
時
３0
分　

②
９
時
50
分

③
１２
時
１0
分　

④
１３
時
40
分

※
県
内
外
か
ら
９
チ
ー
ム
が
参
加

○�

「
２
０
１
７
愛え

顔が
お

つ
な
ぐ
え
ひ

め
国
体
」
で
は
、
サ
ッ
カ
ー
少

年
男
子
は
当
市
で
開
催
さ
れ
ま

す
。

■
問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
2
階

　

国
体
推
進
課　

総
務
企
画
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
６
６
０

■
日
時　

９
月
１9
日
㈯

　

開
場
１8
時
３0
分　

開
演
１9
時

■
場
所

　

総
合
文
化
会
館
リ
ハ
ー
サ
ル
室

■
内
容　
「
女
の
愛
と
生
涯
」
を

中
心
に　

ロ
ー
ベ
ル
ト
・
シ
ュ
ー

マ
ン
と
そ
の
時
代

■
定
員　

３0
人

■
入
場
料　

２
０
０
０
円

■
問
合
せ　

総
合
文
化
会
館

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

５
５
０
０

え
ひ
め
国
体
競
技
普
及
促
進
事
業

サ
ッ
カ
ー
少
年
男
子
交
流
大
会

特
産
品
開
発
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム

第
２
回
セ
ミ
ナ
ー

■
日
時　

9
月
２6
日
㈯　

１0
時
～

■
場
所　

ビ
バ
・
ス
ポ
ル
テ
ィ
ア

Ｓ
Ａ
Ｉ
Ｊ
Ｏ

■
内
容　

ふ
れ
あ
い
を
通
じ
て
障

害
者
福
祉
の
推
進
を
図
る
運
動
会
。

※�

当
日
参
加
で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム

も
あ
り
ま
す
。

■
問
合
せ

○
市
庁
舎
新
館
２
階

　

社
会
福
祉
課　

障
害
者
福
祉
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
１
４

FAX
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
４

○
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

　

福
祉
係
（
東
予
）

　

市
民
福
祉
係
（
丹
原
・
小
松
）

■
日
時　

９
月
１１
日
㈮

○
個
別
相
談　

１6
時
～
１7
時

○
セ
ミ
ナ
ー　

１8
時
～
２0
時

○
交
流
会　
　

２0
時
～

■
場
所　

食
の
創
造
館

■
講
師　

中
村　

新
氏
（
産
業
フ

ー
ド
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
／
噺
家
料

理
人
／
㈱
キ
ッ
チ
ン
エ
ヌ
代
表
取

締
役
）

■
内
容　

ト
レ
ン
ド
と
な
っ
て
い

る
「
味
覚
」
や
、「
味
覚
」
戦
略

に
よ
る
商
品
開
発
を
学
ぶ
。
交
流

会
で
は
地
元
食
材
を
使
っ
た
提
案

商
品
を
試
食
。

■
参
加
費

○
セ
ミ
ナ
ー　

５
０
０
円

○
交
流
会　

１
５
０
０
円

■
対
象　

市
内
事
業
者
、
市
民

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

９
月
７
日
㈪

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

　

ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
申
込
先　

市
庁
舎
新
館
４
階

　

産
業
振
興
課　

産
業
政
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
０
７

■
日
時　

９
月
２5
日
㈮

　
　
　
　

１4
時
～
１5
時
３0
分

■
場
所　

西
条
商
工
会
館
本
所

■
テ
ー
マ　

商
売
繁
盛　

９
つ
の

心
理
学
的
テ
ク
ニ
ッ
ク

■
講
師　

酒
井
と
し
夫
氏

（
フ
ァ
ー
ス
ト
ア
ド
バ
ン
テ
ー

ジ
㈲
代
表
取
締
役
）

■
申
込
先

○
西
条
商
工
会
議
所
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

○
西
条
商
工
会
議
所
東
予
支
所

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

５
０
０
０

ふ
れ
あ
い
の
運
動
会

経
営
セ
ミ
ナ
ー

花王ファミリーコンサート in 西条

行事の日程・場所等は、変更になる場合があります。

日　時 場　　所行　　事　　名

６日　9：30
しらさ山荘前～
町道瓶ヶ森線

第15回四国のてっぺん
酸欠マラソン大会

第11回西条市民総合
体育大会

市民公園グラウン
ドほか

13日　8：00 ひうち体育館
第10回スポーツ少年団
本部長杯拳剛空手大会

市内体育施設

東予体育館

12日　9：00
13日　9：00

東予運動公園ほか西条市ソフトボール協会
市長杯大会小学生の部

３日 18：00 東予球場
四国アイランドリーグ
公式戦　愛媛VS徳島

13日　9：00
スポーツ少年団ミニバス
秋季大会

６日　8：00

第38回西日本支部
軟式野球大会

20日　9：00
27日　9：00

９月のスポーツカレンダー

東予体育館
窪田夕子
バスケットボール教室

26日 10：00

ひうち陸上競技場西条市ひうち長距離記録会 26日 17：30

錦織健テノール・リサイタル

日時　12月６日㈰
　　　13時30分開演

場所　総合文化会館

入場料　1,000円
　※未就学児の来場はご

　　遠慮ください。

　※チケット収入は全額、

　　西条市の文化・音楽

　　教育に寄付されます。

販売場所　総合・丹原文化会館、フジグラン西条、

　　　　　明屋書店（西条本店・西条福武店・東予

　　　　　店・MEGA西の土居店・今治本店）

問 合 せ　花王サニタリープロダクツ愛媛㈱

　　　　　TEL0897－55－1888

主催　花王㈱　　共催　花王サニタリープロダクツ愛媛㈱

妻
鳥
純
子
歌
と
お
話

ド
イ
ツ
歌
曲
へ
の
誘い
ざ
ない
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【臨時休館】

　９月14日㈪・28日㈪は清掃作業などのため休館します。

～東予園芸のバラを使用～

●日時　９月29日㈫　15時30分～16時30分
●内容　旬の果物やお菓子をいただきながら、

　　　　ペーパーボックスを使ったアレンジ

　　　　を学びます。

　　　　西条産品のお土産付きです。

●講師　天野美奈子氏　

●定員　36人（先着順）

●参加費　 1,500円

●申込期限　９月25日㈮

第６回フラワーアレンジメント教室

地元産品を使った講習会地元産品を使った講習会

■
日
時

○
第
１
回
（
初
級
・
全
７
回
）

　

１0
月
１
日
㈭
・
２
日
㈮
・
６
日

㈫
・
７
日
㈬
・
８
日
㈭
・
９
日
㈮

・
１4
日
㈬　

１0
時
～
１２
時

○
第
２
回
（
中
級
・
全
７
回
）

　

１0
月
２0
日
㈫
・
２１
日
㈬
・
２２
日

㈭
・
２３
日
㈮
・
２8
日
㈬
・
２9
日
㈭

・
３0
日
㈮　

１0
時
～
１２
時

■
場
所　

小
松
公
民
館

■
対
象　

60
歳
以
上

■
内
容　

操
作
の
基
本
、
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
方
法
な
ど

※
基
本
ソ
フ
ト
は
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ

セ
ブ
ン
を
使
用
。

■
定
員　

各
１３
人

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
抽
選
。

■
テ
キ
ス
ト
代　

約
２
０
０
０
円

■
申
込
期
限　

９
月
１8
日
㈮

■
申
込
方
法

　

は
が
き
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢

・
電
話
番
号
・
希
望
の
回
を
記
入

し
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

○�

宛
先　

〒
７
９
２

－

０
０
０
３

新
居
浜
市
新
田
町
１

－

６

－

46

　

㈱
四
国
テ
ク
ニ
カ　

宛

■
問
合
せ

　

市
庁
舎
本
館
１
階

　

高
齢
介
護
課

　

長
寿
・
い
き
が
い
対
策
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
９
２

高
齢
者
向
け
パ
ソ
コ
ン
教
室

■
開
催
日

　
９
月
２8
日
㈪
・
１１
月
５
日
㈭

■
時
間
（
１
日
２
回
開
講
）　

○
９
時
～
１２
時

○
１３
時
３0
分
～
１6
時
３0
分

■
場
所　

西
条
ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
ス

ク
ー
ル
（
石
田
２
８
４
）

■
対
象　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね

65
歳
以
上
の
方
で
、
自
動
車
運
転

免
許
を
お
持
ち
の
方

■
内
容　

ド
ラ
イ
ビ
ン
グ
レ
コ
ー

ダ
ー
に
よ
る
運
転
の
チ
ェ
ッ
ク
や

歩
行
環
境
シ
ミ
ュ
レ
ー
タ
な
ど
を

利
用
し
た
体
験
型
の
交
通
安
全
教

室
で
す
。

※�

70
歳
以
上
の
方
が
運
転
免
許
更

新
時
に
必
要
な
高
齢
者
講
習
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
定
員　

各
２0
人
（
先
着
順
）

■
申
込
期
限　

開
催
日
の
７
日
前

■
問
合
せ　

市
庁
舎
新
館
５
階

　

危
機
管
理
課　

く
ら
し
安
全
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－
１
２
８
４

高
齢
者
交
通
安
全
教
室

▲ドライビングレコーダー

■
日
時
（
各
２
回
）・
場
所

①
９
月
３0
日
㈬
・
１0
月
５
日
㈪

　

１0
時
～
１２
時　

飯
岡
公
民
館

②
１0
月
２３
日
㈮
・
２9
日
㈭

　

１0
時
～
１２
時　

大
町
公
民
館

③
１１
月
１7
日
㈫
・
２１
日
㈯

　

１0
時
～
１２
時　

西
条
公
民
館

④
１２
月
１6
日
㈬
・
１9
日
㈯

　

１0
時
～
１２
時　

小
松
公
民
館

■
内
容

　

終
活
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
で

自
分
ら
し
い
生
き
方
に
気
づ
く
。

■
受
講
料
（
要
申
込
）

　

１
０
０
０
円
（
ノ
ー
ト
代
含
む
）

■
申
込
先

　

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
支
援
セ
ン
タ
ー

え
ひ
め
（
黒
川
）

℡
０
９
０

－

１
１
７
４

－

９
６
３
７

■
日
時
（
全
１0
回
）

　

１１
月
１4
日
～
の
土
曜
日

　

１7
時
３0
分
～
１9
時
３0
分

■
場
所

　

東
予
支
部
弓
道
場
（
周
布
）

■
参
加
料　

３
０
０
０
円

■
定
員　

１0
人
（
先
着
順
）

■
申
込
先　

愛
媛
県
弓
道
連
盟
東

予
支
部
（
大
塚
）

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

５
９
２
４

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
の

書
き
方
講
座

弓
道
初
心
者
教
室

■
講
習
期
間

　

１0
月
２
日
㈮
～
１３
日
㈫
の
う
ち

７
日
間
（
全
40
時
間
）

■
講
習
時
間　

９
時
～
１6
時

■
講
習
場
所

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
ほ
か

■
内
容

　

主
に
料
理
や
栄
養
学
の
講
習

■
対
象　

55
歳
以
上
で
全
日
程
出

席
で
き
る
市
内
在
住
の
方
、
ハ
ロ

ー
ワ
ー
ク
で
求
職
登
録
し
、
就
職

を
希
望
す
る
方

■
定
員　

２5
人

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
１8
日
㈮
１２
時

※
面
談
日
の
申
し
込
み
が
必
要
。

■
申
込
先　

愛
媛
県
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
連
合
会

■
面
談
日
時

　

９
月
８
日
㈫
・
１4
日
㈪
・
１8
日

㈮　

１３
時
３0
分
～
１6
時

■
面
談
場
所　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
西

条
（
大
町
３
１
５

－

４
）

■
問
合
せ

○�

愛
媛
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
連
合
会

℡
０
８
９

－

９
１
５

－

１
４
２
０

○�

西
条
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
℡
０
８
９
８

－

７
６

－

３
６
７
０

調
理
補
助
ス
タ
ッ
フ

養
成
講
習
会
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【
ジ
ョ
ン
の
英
会
話
教
室
】

■
日
時

　

１0
月
～
平
成
２8
年
５
月

○
初
級　

火
曜
日

　

１0
時
～
１１
時
３0
分

○
中
級　

火
曜
日

　

１9
時
～
２0
時
３0
分

○
上
級　

水
曜
日

　

１9
時
～
２0
時
３0
分

※
各
級
全
１5
回
・
月
２
回
程
度

■
内
容　

国
際
交
流
員
ジ
ョ
ン
・

ウ
ィ
ー
ラ
ー
（
ア
メ
リ
カ
出
身
）

と
英
会
話
を
楽
し
み
ま
す
。

【
デ
ィ
ン
・
レ
ー
の

　
ベ
ト
ナ
ム
を
学
ぼ
う
！
】

■
日
時

　

１0
月
～
平
成
２8
年
５
月

　

木
曜
日　

１9
時
～
２0
時
３0
分

※
全
２0
回
・
月
２
回
程
度

■
内
容　

国
際
交
流
員
チ
ュ
オ
ン

・
デ
ィ
ン
・
レ
ー
（
ベ
ト
ナ
ム
出

身
）
と
、
発
展
著
し
い
ベ
ト
ナ
ム

の
日
常
会
話
や
文
化
を
楽
し
く
学

び
ま
す
。

【
場
所
】　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
対
象
者
】　

市
内
に
在
住
・
通
勤

し
て
い
る
方
ま
た
は
市
国
際
交
流

協
会
員
で
、
７
割
以
上
参
加
可
能

な
方

【
受
講
料
】　

６
０
０
０
円
（
市
国

際
交
流
協
会
員
は
５
０
０
０
円
）

【
申
込
期
限
】　

９
月
１7
日
㈭

【
申
込
先
】　

市
庁
舎
本
館
４
階

　

市
国
際
交
流
協
会
事
務
局

　
（
総
務
課
国
際
交
流
係
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
２
０
６

※
こ
れ
ら
の
講
座
は
専
門
的
な
語

学
講
座
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
日
時
　
１0
月
２３
日
㈮

○
給
油
取
扱
所
の
危
険
物
取
扱
者

　

９
時
３0
分
～
１２
時
３0
分

○
給
油
取
扱
所
以
外
の
危
険
物
取

扱
者　

１３
時
３0
分
～
16
時
３0
分

■
場
所

　

東
予
地
方
局
７
階
大
会
議
室

■
対
象　

消
防
法
第
１３
条
の
２
の

規
定
に
よ
る
危
険
物
取
扱
者
免
状

の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
、
危

険
物
取
扱
作
業
の
従
事
者

■
定
員　

１
２
０
人

■
受
講
料　

４
７
０
０
円
（
愛
媛

県
収
入
証
紙
）

■
申
込
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
１0
月
２１
日
㈬

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

※
８
時
３0
分
～
１7
時

■
申
請
書
の
配
布
場
所　

東
予
地

方
局
総
務
県
民
課
、
消
防
本
部

■
申
込
先　

西
条
市
危
険
物
安
全

協
会
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

国
際
交
流
員
語
学
講
座

■
日
時　

９
月
１7
日
㈭
・
１8
日
㈮

　

９
時
～
１6
時

■
場
所　

消
防
本
部
３
階
会
議
室

■
受
講
料　

９
２
０
０
円
（
危
険

物
安
全
協
会
会
員
は
６
６
０
０
円
）

■
テ
キ
ス
ト
代　

４
５
０
０
円

■
申
込
期
間　

９
月
１6
日
㈬
ま
で

※
土
日
祝
日
を
除
く
。

※
８
時
３0
分
～
１7
時

■
申
込
先　

西
条
市
危
険
物
安
全

協
会
（
消
防
本
部
予
防
課
内
）

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

０
２
５
１

■
日
時
（
全
１0
回
）

○
初
級

　
�

９
月
２9
日
～
１２
月
１5
日
の
火
曜

日
（
１１
月
３
日
・
２4
日
除
く
）

　

１３
時
３0
分
～
１5
時
３0
分

○
中
級

　

�

９
月
１7
日
～
１２
月
３
日
の
木
曜

日
（
１0
月
１
日
・
１5
日
除
く
）

　

１３
時
３0
分
～
１5
時
３0
分

■
場
所

○
初
級　

　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

○
中
級

　

東
予
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

朗
読
お
よ
び
朗
読
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
学
習
。

■
定
員　

各
２0
人
程
度

■
申
込
先

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

２
６
０
０

FAX
０
８
９
８

－

６
４

－

３
９
２
０

■
日
時
・
場
所

①
９
月
２5
日
㈮　

１9
時
３0
分
～

　

市
庁
舎
新
館
２
階
環
境
衛
生
課

②
１0
月
２8
日
㈬　

１9
時
３0
分
～

　

小
松
総
合
支
所
１
階
会
議
室

③
１１
月
１
日
㈰　

１１
時
～

　

東
予
体
育
館
北
側
駐
車
場

（
米
ま
つ
り
・
魚
ま
つ
り
会
場
）

④
１２
月
６
日
㈰　

１１
時
～

　

丹
原
公
民
館

（
丹
原
町
産
業
ま
つ
り
会
場
）

■
指
導
団
体　

エ
コ
チ
ャ
ン
ネ
ル

■
定
員　

各
２5
人

※�

要
申
込
、
先
着
順
。
参
加
者
に

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
１
箱

（
１
０
０
０
円
相
当
）
を
贈
呈
。

■
申
込
期
限

①
９
月
１5
日
㈫　

②
１0
月
２0
日
㈫

③
１0
月
２３
日
㈮　

④
１１
月
２7
日
㈮

■
申
込
先　

市
庁
舎
新
館
２
階

　

環
境
衛
生
課　

衛
生
係

℡
０
８
９
７

－

５
２

－

１
４
６
１

危
険
物
取
扱
者
試
験

（
乙
種
第
４
類
）
準
備
講
習
会

危
険
物
取
扱
者
法
定
講
習
会

■
日
時
（
全
１0
回
）

　

１0
月
８
日
～
１
月
２8
日
の
第

２
・
第
４
木
曜
日
、
２
月
１0
日
㈬

・
１7
日
㈬　

１9
時
～
２0
時
３0
分

■
場
所　

西
条
図
書
館

■
テ
ー
マ
　
①
石
鎚
山
系
の
地
質

・
地
形　

②
石
鎚
山
系
の
植
生　

③
石
鎚
山
系
の
昆
虫　

④
石
鎚
山

系
の
動
物　

⑤
石
鎚
山
系
の
暮
ら

し　

⑥
石
鎚
山
の
歴
史　

⑦
西
条

市
の
水　

⑧
西
条
市
の
方
言　

⑨

西
条
市
ゆ
か
り
の
人
物　

⑩
西
条

市
の
街
並
み
の
変
遷

※�

内
容
変
更
の
可
能
性
あ
り
。

■
講
師　

山
本
貴
仁
氏
（
西
条
自

然
学
校
）
ほ
か

■
定
員　

40
人
（
先
着
順
）

※�

１0
回
全
て
を
聴
講
さ
れ
た
方
に

修
了
証
書
を
授
与
し
ま
す
。

　
（
各
回
の
み
の
参
加
も
可
能
）

■
申
込
先

　

西
条
商
工
会
議
所
本
所

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

２
２
０
０

市
民
力
を
磨
く

大
人
の
教
養
講
座

朗
読
奉
仕
員
養
成
講
座

簡
単
に
ダ
ン
ボ
ー
ル
で
生
ご
み
が
堆
肥
に
！

ダ
ン
ボ
ー
ル
コ
ン
ポ
ス
ト
講
習
会

▲石鎚山
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次の方々からまごころ銀行にご厚志をいただきました。
心からお礼申し上げます。（順不同　敬称略）
■問合せ
　西条市社会福祉協議会　TEL0898ー64ー2600
■個人
○故　越智　亨（北条）　　○黒川美佐子（小松町安井）

■各種団体
○村上記念病院
○社会福祉法人　光明会
○チャオ友の会　　○みずほ倶楽部
○高砂演歌クラブ
○道前カラオケの会　　○庄内公民館
○うしろのしょうめんだ～れ
○歌謡同好会　北斗星

【
防
衛
医
科
大
学
校
】

■
受
付
期
間

　
９
月
５
日
㈯
～
３0
日
㈬

■
応
募
資
格

　

１8
歳
以
上
２１
歳
未
満

※�

平
成
２8
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

含
む
。

■
試
験
日

○
看
護
科
学
生　

１0
月
１7
日
㈯

○
医
学
科
学
生

　

１0
月
３１
日
㈯
・
１１
月
１
日
㈰

【
防
衛
大
学
校
】

■
受
付
期
間

○
一
般
受
付

　

９
月
５
日
㈯
～
３0
日
㈬

○
推
薦
・
総
合
選
抜

　

９
月
５
日
㈯
～
９
日
㈬

■
応
募
資
格

　

１8
歳
以
上
２１
歳
未
満

※
平
成
２8
年
３
月
卒
業
見
込
者
を

　

含
む
。

■
試
験
日

○
推
薦

　

９
月
２6
日
㈯
・
２7
日
㈰

○
総
合
選
抜

　

９
月
２6
日
㈯

○
一
般
試
験

　

１１
月
７
日
㈯
・
８
日
㈰

【
問
合
せ
】　

　

自
衛
隊
新
居
浜
出
張
所

℡
０
８
９
７

－

３
２

－

５
３
９
６

自
衛
官
募
集

■
募
集
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
３0
日
㈬

■
応
募
方
法

　

西
条
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
各

支
所
に
設
置
し
て
い
る
応
募
用
紙

に
記
入
し
、
専
用
ポ
ス
ト
へ
投
函

し
て
く
だ
さ
い
。

■
表
彰
式

　

１１
月
６
日
㈮　

１３
時
～　

フ
ジ

グ
ラ
ン
今
治
（
今
治
市
東
門
町
）

■
問
合
せ

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
な
ご
み

　
（
森
川
）

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

７
０
０
３

■
申
込
受
付
期
間

　

９
月
４
日
㈮
ま
で

■
第
一
次
試
験
日

○
警
察
官
（
高
校
卒
程
度
）

　

１0
月
１7
日
㈯
・
１8
日
㈰

○
警
察
事
務
（
初
級
）

　

９
月
２7
日
㈰

■
問
合
せ

○
西
条
警
察
署

℡
０
８
９
７

－

５
６

－

０
１
１
０

○
西
条
西
警
察
署

℡
０
８
９
８

－

６
４

－

０
１
１
０

ふ
れ
あ
い
市
民
農
園

借
り
手
募
集

警
察
官
・
警
察
事
務
募
集

■
日
時　

９
月
１4
日
㈪

　
　
　
　

１３
時
３0
分
～
１6
時

■
場
所　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

家
族
が
知
っ
て
い
て
役

に
立
つ
福
祉
制
度
と
そ
の
使
い
方
、

事
例
紹
介

■
対
象　

精
神
障
害
者
の
家
族

■
講
師　

五
島
裕
子
氏
（
ウ
ィ
ル

ビ
ー
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
セ
ン
タ
ー
専

務
取
締
役
、
愛
媛
県
相
談
支
援
協

会
理
事
長
）

■
問
合
せ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
鎚

℡
０
８
９
７

－

５
３

－

１
８
０
３

　

農
地
中
間
管
理
機
構
で
あ
る
公

益
財
団
法
人
え
ひ
め
農
林
漁
業
振

興
機
構
で
は
、
農
地
を
借
り
受
け
、

経
営
規
模
を
拡
大
し
た
い
意
欲
的

な
農
家
を
募
集
し
ま
す
。

　

詳
し
い
内
容
は
、
当
機
構
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
い
た
だ
く
か
、

直
接
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
募
集
期
間

　

９
月
１
日
㈫
～
１0
月
２
日
㈮

■
問
合
せ

　

え
ひ
め
農
林
漁
業
振
興
機
構

℡
０
８
９

－

９
４
５

－

１
５
４
２

URLhttp://w
w
w
.enk.or.jp/nochi/

■
貸
付
対
象
者　

市
内
に
住
所
を

有
す
る
農
家
以
外
の
方

■
貸
付
期
間

　

平
成
２7
年
１0
月
か
ら
１
年
間

■
貸
付
場
所
・
面
積

　

丹
原
町
久
妙
寺
（
丹
原
総
合
公

園
北
側
）　

４
・
７
ア
ー
ル

※
駐
車
ス
ペ
ー
ス
有

■
貸
付
料
（
年
間
）

　

１
ア
ー
ル
当
た
り
１
０
０
０
円

※�

貸
付
面
積
が
な
く
な
り
次
第
、

申
し
込
み
を
締
め
切
り
ま
す
。

※
契
約
時
に
認
印
が
必
要
。

■
申
込
先

　

丹
原
総
合
支
所　

農
林
水
産
課

精
神
障
害
者
家
族
教
室

「
親
亡
き
後
に
備
え
て
」

介
護
の
日
イ
ベ
ン
ト

介
護
や
福
祉
に
関
す
る

俳
句
を
募
集
し
ま
す

規
模
拡
大
し
た
い
意
欲
的
な

農
家
を
募
集
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●市内小・中学生無料開放日

日時　９月５日㈯・12日㈯　10時～12時
●水中モニターでフォームを確認しませんか！

登録料　市民：無料　市外の方：1,000円（年度ごと）　

使用料　300円（１回）　ＤＶＤ録画　200円

【大プール再塗装のため臨時休館します】　

　25ｍプール塗装剥離部分の

修繕を実施します。期間中は

ご迷惑をお掛けしますが、ご

理解とご協力をお願いします。

臨時休館の期間　９月18日㈮～10月５日㈪

丹原Ｂ＆Ｇ海洋センター
丹原町志川甲12－1　　TEL0898－75－3933

【開館時間】10時～21時

【９月休館日】月曜日、18日㈮～10月５日㈪

●瓢箪工芸品展

　５年ほど前に、瓢箪の栽培・

加工を楽しむ10人程度のグルー

プを結成。老後の最高の趣味と

して活動を続け、年３回程度の

作品展を開催しています。

　ぜひ、ご鑑賞いただき、ご意見をお寄せください。

期間　９月３日㈭～28日㈪
場所　椿交流館内・まちづくり展示コーナー

【開 館 時 間】オアシス館：９時～18時
　　　　　　　椿 交 流 館：10時～22時（札止め21時30分）
【９月休館日】オアシス館：無休
　　　　　　　椿 交 流 館：水曜日（23日開館）

石鎚山ハイウェイオアシス館
椿交流館（椿温泉こまつ）

小松町新屋敷乙22－29
オアシス：TEL0898－76－3111　椿交流館：0898－76－3511

●大保木今昔写真展

　昨年の銀納義民350周年

記念事業で大保木公民館に

展示された、大保木地区の

風景、行事、祭りなどの写

真を展示します。

期間　９月12日㈯～10月10日㈯
●戦時中の暮らし展

　東予・周桑の戦時中の写真、手紙、軍服などを展示。

期間　９月27日㈰まで
●一閑張り（柿渋使用）作り教室

　柿渋の自然素材を生かした作品ができます。

日時　10月１日㈭・８日㈭
　　　13時30分～15時30分

定員　16人（先着順）

材料費　500円

申込期限　９月20日㈰

東 予 郷 土 館
周布427　　TEL0898－65－4797

【開館時間】９時～18時

【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　29日㈫、30日㈬

生 涯 学 習 の 館
天神1－205　　TEL0897－53－8686

●９月企画展　第３回心をつなぐ書道展

　春蘭と杏珠の仲間たちによる作品展。

期間　９月１日㈫～22日㈫
●木工教室　折り畳み式スツールを制作します。

　工房機械の使用者向けの安全講習も行っています。

日時　10月10日㈯・24日㈯　13時30分～15時30分
定員　12人（先着順）　　材料費　700円

申込期間　９月16日㈬～27日㈰
●絵画教室　水彩画（用具は各自持参）

日時　９月４日㈮・18日㈮　19時～21時
●中高年ピアノ教室

日時　９月２日㈬・16日㈬　13時30分～15時30分
対象　40歳以上の初心者　※教材自己負担

【開館時間】９時～22時

【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　29日㈫、30日㈬

小松温芳図書館・郷土資料室
小松町新屋敷甲3007－1　　TEL0898－72－5634

●企画展予告「生誕400年記念　南明禅師の書」

　小松藩主の菩提寺・佛心寺の開山

和尚である、南明禅師の生誕400年

を記念した企画展です。

　市内北条の長福寺で所蔵の書跡を

中心に、江戸時代初期の京都妙心寺

に出世した高僧の豪快で清楚な書の

世界をご堪能ください。

期間　10月４日㈰～12月20日㈰

※９月は展示準備のため、２階の郷土資料室は休館します。

　１階の小松温芳図書館は通常どおり開館します。

▲長福寺蔵

　南明禅師椅像

●全日本写真連盟　東予支部展

　支部会員による14回目の写真作品展です。

期間　９月１日㈫～15日㈫
●館蔵品展

　丹原町ゆかりの作家の日本画、洋画、版画などを展示。

期間　９月19日㈯～10月１日㈭

佐伯記念館・郷土資料館
丹原町池田1711－1　　TEL0898－68－4610

【開館時間】８時30分～17時

【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫

プール再塗装のため

９月18日㈮から
臨時休館します！

プール再塗装のため

９月18日㈮から
臨時休館します！

作品例作品例
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【開館時間】８時30分～17時

【９月休館日】月曜日（７日、21日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　29日㈫、30日㈬

▼ プラネタリウム情報 ▼

●押花くらぶ“花の里”作品展

　野山や庭で育った草花た

ちを生かす工夫をしながら

制作した押花額を展示。

期間　９月１日㈫～26日㈯
●考古学講座「西条・新居浜地域の中世遺跡」

　中世遺跡の調査から分かる当時の生活を紹介します。

日時　９月13日㈰　13時～15時　※要申込・定員制
講師　首藤久士氏　　協力　県埋蔵文化財センター

●火おこし体験

日時　毎週土・日曜日　13時～15時　※要申込

考 古 歴 史 館
福武乙27－6　　TEL0897－55－0419

●特別展示「西条の祭り いろいろ展」

　だんじり・みこしなど、祭りに関す

る資料や写真などを展示。

期間　９月１日㈫～10月24日㈯

●西条市児童生徒科学展

　市内の小・中学生による科学作品の展示。

期間　９月５日㈯～６日㈰　９時～16時

西 条 郷 土 博 物 館
明屋敷237－1　　TEL・FAX0897－56－3199

五 百 亀 記 念 館
明屋敷238－2　　TEL0897－53－1008

い お き

●特別展｢伊藤五百亀作　郷土の偉人展｣
期間　12月20日㈰まで
●｢パリ在住40周年記念桑名正子絵画展｣
期間　９月６日㈰まで
●｢阿部さんと白石さんの手仕事展｣幻想のノスタルジア
期間　９月10日㈭～22日㈫　　※最終日は15時まで
●｢西条高校美術教員 藤枝泉作品展」我が刻まれし記憶
期間　９月26日㈯～10月12日㈪　　※最終日は15時まで

愛 媛 民 芸 館
明屋敷238－8　　TEL0897－56－2110

●沖縄民芸品の展示

　琉球・沖縄皿、琉球・沖縄徳利、

茶碗、鉢、土瓶、壷、花瓶など沖縄

の生活文化に触れてみてください。

期間　９月30日㈬まで

こ ど も の 国
明屋敷131－2　　TEL0897－56－8115

●ドラえもん宇宙ふしぎ大探検２～太陽系のひみつ～

　流星や彗星、太陽系や地球誕生のことを学びながら

家族で楽しめる番組です。

投影開始時間（10分前にはお越しください。約30分投影）

　○火～金曜日：13時30分、15時

　○土・日曜日・祝日：11時、13時10分、14時20分、

　　　　　　　　　　　15時30分　

観覧料　50～200円（幼児、65歳以上の方は無料）

※第２・４土曜日の11時（１回目）は観覧無料です。

●西条まつりドーム映像を投影！

　プラネタリウムで、迫力ある昨年の西条まつり映像

を投影します。（約20分投影。観覧無料）

上映期間　９月５日㈯～10日㈭
※「ドラえもん宇宙ふしぎ大探検２」の投影後と、夜

　間（18時・19時・20時）に投影します。

【四国鉄道文化館　北館】

●写真展「ふるさと石鎚と鉄道」

　石鎚山を背に力強く走る列車と、沿線の花景色のコン

トラストが印象的な写真展です。

期間　９月３日㈭～29日㈫
●紙芝居「十河信二伝」上演（協力：つくしんぼの会）

　当市出身の漫画家・つだゆ

みさん原作の紙芝居で、十河

信二氏の偉業を楽しく読み聞

かせてくれます。

日時　９月13日㈰　14時上演
●毎週土曜日開催！　ペーパークラフト体験教室

　０系やＮ700系などの新

幹線やＳＬなど、ペーパー

クラフトで、いろいろな列

車を作ってみよう！

日時　土曜日　14時～15時

鉄道歴史パークinＳＡＩＪＯ
大町798－1　　TEL0897－47－3575

【開館時間】９時～18時　　　※観光交流センターは無休

【９月休館日】水曜日（23日開館）、24日㈭

【開館時間】９時～19時

【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　29日㈫、30日㈬

【開館時間】９時～17時

【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　29日㈫、30日㈬

【開館時間】９時～16時30分

【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　29日㈫、30日㈬

【開館時間】９時～17時

【９月休館日】月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　29日㈫、30日㈬
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西条図書館：大町1590　TEL0897－56－2668

東予図書館：周布427　 TEL0898－65－4797

丹原図書館：丹原町池田1733－1（丹原総合支所３階）　TEL0898－68－8711

小松温芳図書館：小松町新屋敷甲3007－1　TEL0898－72－5634

●４日・18日（金曜日）

千野々バス停前　　　10：10～10：30

玉津小学校　　　　　13：00～13：30

田滝小学校　　　　　14：20～14：50

田野公民館　　　　　15：10～15：20

●11日・25日（金曜日）

飯岡西原集会所　　　10：00～10：30

飯岡戻川集会所　　　10：40～11：10

西条小学校　　　　　13：00～13：30

桜樹公民館　　　　　14：30～15：00

●５日・19日（土曜日）

楠河公民館　　　　　10：00～10：40

庄内小学校　　　　　11：00～11：30

東予北地域交流センター

　　　　　　　　　　11：40～12：00

多賀小学校　　　　　13：10～13：40

周布小学校　　　　　13：50～14：20

吉井公民館　　　　　14：30～15：00

●12日・26日（土曜日）

兎之山集会所　　　　10：00～10：20

舟形バス停横　　　　10：30～11：00

伊曽乃神社鳥居前　　11：10～11：40

大郷集会所　　　　　13：10～13：40

志川集会所　　　　　14：00～14：20

中川公民館　　　　　14：30～15：00

【開館時間】西条図書館：９時～22時

　東予図書館・丹原図書館・小松温芳図書館：９時～19時

【９月休館日】　※施設整備で西条図書館が臨時休館します。

　西条図書館：７日㈪、30日㈬
　東予図書館：月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、
　　　　　　　30日㈬
　丹原図書館：金曜日、24日㈭、28日㈪、29日㈫、30日㈬
　小松温芳図書館：水曜日（23日開館）、24日㈭、25日㈮、
　　　　　　　　　28日㈪、29日㈫

西条図書館

○ぴょんぴょんお話会

　９月12日㈯　15時～16時　　対象：幼児・小学生
○ぴよぴよお話会

　９月16日㈬　10時～10時30分・10時30分～11時
　　　　　　　対象：乳幼児

東予図書館

○ころころどんぐりお話会

　９月16日㈬　10時30分～　　対象：乳幼児以上
丹原図書館

○ばらっこおはなし会

　９月12日㈯　14時～15時　　対象：幼児以上
○たんたんおはなし会

　９月17日㈭　10時30分～11時　　対象：乳幼児
小松温芳図書館

○おはなし会

　９月26日㈯　10時30分～　　対象：乳幼児以上
※その他の講座は各館配布の「図書館だより」をご覧ください。

●14日・28日（月曜日）

市民の森入口分岐点　 9：50～10：20

グリーンハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

壬生川小学校　　　　13：00～13：30

庄内公民館　　　　　13：50～14：20

国安公民館　　　　　14：40～15：00

●１日・15日・29日（火曜日）

大谷西　　　　　　　10：00～10：30

西福寺入口　　　　　10：40～11：10

禎瑞小学校　　　　　13：00～13：30

徳田公民館　　　　　14：00～14：30

ＪＡ周桑吉岡支所前　14：40～15：00

●８日・22日（火曜日）

船屋集会所　　　　　10：00～10：40

玉津団地集会所　　　10：50～11：20

橘小学校　　　　　　13：00～13：30

石根公民館　　　　　13：50～14：10

●２日・16日（水曜日）

ファミリーハイツ北公園

　　　　　　　　　　10：00～10：30

オレンジハイツグラウンド

　　　　　　　　　　10：40～11：10

神戸小学校　　　　　13：00～13：30

神戸公民館　　　　　13：40～14：10

氷見公民館　　　　　14：20～14：50

●９日・23日（水曜日）

橘公民館　　　　　　10：00～10：30

グループホームまなべ駐車場

　　　　　　　　　　10：40～11：10

飯岡小学校　　　　　13：00～13：30

生涯学習の館　　　　13：50～14：20

▼ ９月のおはなし会 ▼ ▼移動図書館車「カワセミ号」９月の巡回コース▼

●敬老の日のプレゼント作り「牛乳パックで作るトレー」

　９月12日㈯　13時30分～14時30分
　対象：幼児・小学生

●リトミック（要申込）

　９月30日㈬　10時30分～11時
　対象：２歳児～未就学児の親子　　定員：10組

●ゲーム遊び（要申込）

　９月12日㈯　14時～15時30分
　対象：小学生　　定員：15人

●えいごであそぼう！

　９月19日㈯　10時30分～11時30分
　対象：小学生

　定員：15人（要申込）

●敬老の日のプレゼント作り「トレーのデコパージュ」

　９月12日㈯　10時～11時30分
　対象：小学生（要申込）　定員：20人　材料費：150円

●土曜あそび隊「ダブルス卓球大会」

　９月26日㈯　14時～15時　　対象：小学生（要申込）
　定員：10組（２人組でエントリーしてね）

●敬老の日のプレゼント作り「フォトフレーム作り」

　９月５日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児・小学生（要申込）　　定員：20人

●茶道クラブ

　９月12日㈯　10時～12時　　対象：幼児・小学生　
●リズム教室　９月19日㈯　10時30分～11時30分
　対象：幼児～小学３年生

●みんなで遊ぼうデー「けん玉検定」

　９月26日㈯　10時30分～11時30分　　対象：小学生

西条児童館 大町456－1　TEL0897－56－2511

丹原児童館 丹原町池田1802－3　TEL0898－68－6960氷見西新開59　TEL0897－57－6061西条西部児童館

広岡甲92－2　TEL0898－66－5342東予西児童館

【開館時間】８時30分～17時　　※幼児は、必ず保護者同伴でお越しください。

【９月休館日】月曜日、22日㈫、23日㈬、24日㈭
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　お子さんの写真に氏名（ふりがな）・性別・
生年月日、住所、保護者の氏名、電話番号、 字以内のコメント
を添えて、誕生月の前月１日必着（当日消印無効）で下記の応募
先へ郵送・持参してください。
　掲載・非掲載に関わらず、写真は返却できません。応募が多い
場合は初めての方を優先した上で、抽選します。
※１日が土・日・祝日の場合は本庁のみ宿直に受付ボックスを準備しています。
※コメントは 字を超えると文字が小さくなり、読み取りにくくなります。
◎応募先　〒 － 　明屋敷
        　西条市役所広報広聴課広報係　 － －

誕生日を迎える３歳以下の
　　　　　　　子どもの写真募集



　８月に開催の「第31回若葉カップ全国小学生大会

（京都）」・「第16回全国小学生ABC大会（熊本）」

への出場権を獲得した西条ジュニアバドミントンクラ

ブ（西条JBC）の選手の皆さん。「連勝して上位入賞

をめざします」と熱い決意を話してくれました。

７／22　バドミントンで全国へ！

　四国地区代表として８月開催の「全国選抜リトル

リーグ野球大会（愛知）」への出場を決めた西条リト

ルリーグの皆さんが市役所を訪れました。選手たちは

「投手力とチームワークで優勝を狙います」と、大会

に向けて熱い思いを見せていました。

７／22　全国大会で優勝めざせ！

　市内の小中学生や地域の皆さんに海への関心を高め、理解を深めていただき、海の恩恵に感謝することを目的

に、第41回「西条市研修の船」が開催されました。晴天の下、約650人の参加者はオレンジフェリーに乗船し、

船上見学、四国運輸局による出前講座、今治海上保安部による巡視船パレードや海洋環境啓発活動紙芝居、今治

造船㈱による船に関するクイズ、救命胴衣の着用実習、救命ボート展張実験などを体験。子どもたちは、船員や

職員の皆さんの説明を熱心に聞いたり、操舵室を見学したりしながら、船の旅を楽しんでいました。

７／20　「海の恩恵に感謝」見て・学んで・楽しんで

にいつ
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７／20　姉妹館協定の締結を祝って記念イベントを開催！

　四国鉄道文化館南館がオープン１周年を迎えたこの日、「四国鉄道文化館」と新潟市の「新津鉄道資料館」の

間で姉妹館協定が締結され、両市による鉄道や観光の新たな連携がスタートしました。この締結を記念し、鉄道

文化館の無料開放、ミニＳＬ乗車会のほか、新潟市長やにいがた観光親善大使もお迎えして、「新潟市観光物産

展＆西条うまいもの市」も開催し、鉄道歴史パーク in ＳＡＩＪＯは１日中多くの人でにぎわいました。



　県内産の魚介藻類を使った「魚を使った高校生料理

コンテスト」に市内の高校生４チームが参加。魚食普

及を進める「わくわく創作ワンプレート料理」に挑戦

し、あっと驚くアイデアで魚のおいしさをうまく引き

出した小松高校が見事優勝しました。

８／２　お魚をもっとおいしく

　石鎚山開山1330年と石鎚国定公園指定60周年を記念して、石鎚のシンボルである「鎖」をモチーフにしたイベ

ント「鎖がつなぐ感謝のキモチ」が開催されました。トウモロコシを原料として作られたエコテープに市内の小

中学生が「石鎚山への感謝」や「自分の目標」を書き、それを鎖のように結んだものを、登山愛好家やボラン

ティアなど約130人の参加者の手によって、成就から弥山頂上まで無事につなぐことができました。

８／９　みんなのキモチをつないで祝った60周年

　８月開催の「東アジアリトルシニア野球大会（宮

崎）」へ、四国地区代表として出場を決めた西条リト

ルシニアの皆さんが市役所を訪問。台湾などから総勢

56チームが参加する大会に向け「海外の強豪にも勝利

し、優勝を狙います」と語ってくれました。

８／５　国際舞台で輝こう！

　丹原福祉センターで開催した「第１回子ども防災サ

ミット」に市内小学校の代表54人が参加し、防災学習

やタウンウオッチングを実施。「防災キャンプ」は小

松農村環境改善センターで開催し、松山地方気象台の

出前講座や初期消火体験活動などを行いました。

７／31・８／７ 災害から生きのびるために

　南海トラフ巨大地震を想定し西条東中学校で行った

総合防災訓練。玉津・飯岡地区を対象とした避難訓練

に始まり、小中学生からお年寄りまでの三世代が協力

した救出搬送訓練、地元企業や防災士も加わった土の

う作成・初期消火訓練に真剣に取り組んでいました。

７／26　大地震に備えて防災力の強化を！
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７／25・26　大名行列でタイムスリップ！

７／26　海を楽しもう！ ７／14・15　大阪の皆さんに西条産品を

　晴天にも恵まれた中「マリンフェスタ in 西条」を

西条港で開催。水辺の安全教室や、今治海上保安部の

巡視艇「せとぎり」、水上オートバイなどの体験乗船

会を通し、海の安全や楽しみ方を学びながら、海と親

しむ充実した１日を過ごすことができました。

　県大阪事務所イベントスペースで「えひめ西条・観

光・物産フェア」を開催。市内４酒蔵による「最上の

酒」の試飲・販売や、日本有数の水の恵みにあふれた

旬の西条産品は大変好評で、ビジネスマンからお年寄

りまで多くの人に西条の魅力を感じてもらいました。

　夏の恒例イベントとなっている「小松町ふるさと祭り」が、地元商工業者や各種団体の協力により開催。25日

にはそうめん流しやのど自慢大会、26日にはダンス「小松囃子 KOMATSU-BAYASHI」のほか、お殿様とお姫様が華

麗な衣装をまとった大名行列などが行われました。会場である小松町中町・駅前通りには七夕飾りが飾られ、集

まった多くの人が祭りを楽しんでいました。
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８／１　夏といえばやっぱり花火！ ７／26　熱く盛り上がった野外フェス

　約4,500発の花火が夏の空を彩った「おかげん祭市

民花火大会」が壬生川内港で開催。鷺森神社の管弦祭

に先立つものとして、旧暦６月17日に毎年行われてい

ます。訪れた多くの人たちは、たくさんの色鮮やかな

花火を楽しんでいました。

８／５～７　丹原のまちを彩る笹飾り

　地元バンドやプロアーティストが出演した市民手づ

くりの音楽フェス「STONE HAMMER fes 2015」が西条

運動公園レクリエーション広場で開催。子どもから大

人まで約1,300人が集まり、音楽はもちろん、おいし

い食べ物やボルダリング体験などを楽しみました。

　今年で35回目となる「丹原七夕夏まつり」が丹原商店街を会場として開催。趣向を凝らした色とりどりの笹飾

りが、約１キロメートルにわたって飾られました。５日には鼓笛隊によるパレードや道前太鼓の演奏、盆踊り、

６日には阿波踊りなどがあり、会場を大いに盛り上げていました。３日間ともたくさんの来場者でにぎわい、多

くの笑顔と熱気があふれていました。
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今
年
も
、
そ
れ
ぞ
れ
の
思
い
を

も
っ
て
、
８
月
15
日
を
迎
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た
こ

と
で
し
ょ
う
。
１
９
４
５
（
昭
和
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）
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、
本
土
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の
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襲
や
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な
ど
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の
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絶
な
地
上
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を
経
て
、

８
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６
日
に
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島
、
９
日
に
長
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に
原
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が
投
下
さ
れ
、
そ
し
て
迎

え
た
８
月
15
日
。
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０
０
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上
と
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の
尊
い
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な
っ
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太
平
洋
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（
第
二
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戦
）
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本
の
ポ
ツ
ダ
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宣
言
の
受
諾
に
よ
り
、
よ
う
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く
終
了
し
ま
し
た
。

　

今
年
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、
太
平
洋
戦
争
終
結
か

ら
70
年
の
節
目
だ
け
で
な
く
、
生

命
や
人
権
に
関
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な

出
来
事
や
事
件
・
事
故
の
節
目
の

年
で
も
あ
り
ま
す
。
１
月
17
日
阪

神
大
震
災
か
ら
20
年
、
３
月
20
日

地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
か
ら
20
年
、

４
月
25
日
Ｊ
Ｒ
福
知
山
線
脱
線
事

故
か
ら
10
年
、
５
月
11
日
紫
雲
丸

事
故
か
ら
60
年
、
８
月
12
日
日
航

ジ
ャ
ン
ボ
機
墜
落
事
故
か
ら
30
年
。

そ
し
て
、
同
和
対
策
審
議
会
の
答

申
が
出
さ
れ
50
年
目
、
「
人
権
教

育
の
た
め
の
国
連
10
年
」
が
決
議

さ
れ
て
20
年
目
の
年
で
も
あ
る
の

で
す
。

　　

戦
後
日
本
は
、
大
き
な
転
換
期

を
迎
え
ま
し
た
。
国
民
主
権
、
基

本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和
主
義
の

基
本
原
則
を
定
め
た
日
本
国
憲
法

を
制
定
。
当
時
の
文
部
省
が
日
本

国
憲
法
の
解
説
の
た
め
に
新
制
中

学
校
１
年
生
用
社
会
科
の
教
科
書

と
し
て
発
行
し
た
『
あ
た
ら
し
い

憲
法
の
は
な
し
』
の
中
に
次
の
よ

う
な
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

「
こ
ん
な
り
っ
ぱ
な
権
利
を
與あ

た

え
ら
れ
ま
し
た
か
ら
に
は
、
み
な

さ
ん
は
、
じ
ぶ
ん
で
し
っ
か
り
と

こ
れ
を
守
っ
て
、
失
わ
な
い
よ
う

に
し
て
ゆ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
（
中
略
）
國く

に

ぜ
ん
た
い
の
幸

福
に
な
る
よ
う
、
こ
の
大
事
な
基

本
的
人
権
を
守
っ
て
ゆ
く
責
任
が

あ
る
と
、
憲
法
に
書
い
て
あ
り
ま

す
」

　

さ
ま
ざ
ま
な
出
来
事
の
中
で
、

多
く
の
悲
し
み
や
絶
望
を
乗
り
越

え
、
私
た
ち
は
基
本
的
人
権
の
獲

得
の
た
め
、
常
に
前
向
き
に
取
り

組
ん
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
人
権

教
育
の
積
極
的
推
進
を
図
り
、
一

人
一
人
の
人
権
が
真
に
尊
重
さ
れ

る
、
豊
か
で
明
る
い
人
権
文
化
の

花
が
咲
く
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に

向
け
て
努
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

い
ま
一
度
、
人
々
の
つ
ぶ
や
き

の
背
景
に
あ
る
思
い
や
願
い
を

し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
私
た
ち

の
次
の
世
代
に
平
和
の
尊
さ
を
伝

え
、
人
権
尊
重
の
具
体
的
な
行
動

を
示
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
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№１１５
節目の年にいま一度

　西条市教育委員会

　「現状を知り、定年後の働き方を考える」「働き

ながら年金をもらう場合のしくみ」など、社会保険

労務士が相談に応じます。何でもお気軽にご相談く

ださい。（事前予約が必要）

■日時・場所

　９月25日㈮　10時～12時・13時～15時
　総合福祉センター３階　会議室１

■対象者

　55歳以上の方

■問合せ

　一般社団法人愛媛県法人会連合会　担当：宮本

　TEL089－933－5596

社会保険労務士による
個別相談会

９月1 0日㈭～1 6日㈬は
「自殺予防週間」

気づきの輪、もっと広げよう

全国一斉こころの健康相談統一ダイヤル

　０５７０－０６４－５５６
よりそいホットライン（24時間対応）

　０１２０－２７９－３３８

全国一斉！
法務局休日相談所を開設します

■日時・場所

　10月４日㈰　10時～15時　
　松山地方法務局西条支局

■内容

　土地・建物・会社などに関する登記、戸籍、供託

　および人権問題、土地の境界、遺言、公正証書に

　関する相談（無料・秘密厳守）

　※当日混み合いますので、事前予約をおすすめし

　　ます。（９月14日㈪９時から予約受付）
■問合せ

　松山地方法務局西条支局　TEL0897－56－0188

無料司法書士法律相談所の開設

■日時・場所

　○10月３日㈯　10時15分～15時
　　総合福祉センター３階　会議室２

　○10月５日㈪　10時～15時
　　東予総合福祉センター　研修室１　

■内容

　不動産の相続・売買などの登記に関するもの、供

　託の手続、訴訟手続（書類作成など）、債務整理、

　公正証書の作成など

■問合せ

　愛媛県司法書士会　TEL089－941－8065

※自殺予防週間にあわせて

　西条図書館エントランス

　ホールで、本の紹介やポ

　スター掲示を行います。
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■行政相談
○９月８日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
○10月６日㈫　10時～12時　東予総合支所１階第１会議室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134

○９月８日㈫　13時～15時　禎瑞公民館
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○９月８日㈫　９時～12時　丹原福祉センター
　問合せ　丹原総合支所総務課　TEL0898－68－7300内線229

○９月18日㈮　13時～15時　小松農村環境改善センター
　問合せ　小松総合支所総務課　TEL0898－72－2111内線215

■人権相談
○９月17日㈭　13時～17時　禎瑞公民館
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897ー52ー1243

○月～金曜日（祝日除く）　８時30分～17時15分

　松山地方法務局西条支局

　問合せ　松山地方法務局西条支局　TEL0570－003－110

　　　　　西条人権擁護委員協議会　TEL0897－56－0188

■法律相談　弁護士による法律相談（定員15人、１人15分）
　事前予約が必要。先着順（予約受付は９月１日㈫～）
　※解決の糸口となる助言を行います。

　※相談内容はできるだけ整理しておいてください。

○９月９日㈬・24日㈭　13時～17時　市庁舎新館１階広報広聴課
　問合せ　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1243

○９月16日㈬　13時～17時　東予総合支所１階面接室
　問合せ　東予総合支所総務課　TEL0898－64－2700内線134

■消費生活相談　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時15分
　市庁舎新館１階広報広聴課　TEL0897－52－1495

　各総合支所総務課（電話番号は12頁上段掲載）

■司法書士法律無料相談（相続、遺言、多重債務相談を含む）
　９月15日㈫　10時～12時（受付は11時15分まで）　中央公民館
　問合せ　愛媛県司法書士会　TEL0898－68－3373　担当：池田

■不動産無料相談
　９月８日㈫　13時～15時　
　西条宅建協会（明屋敷57－11兵庫ビル２階）

　問合せ・主催　西条宅建協会　TEL0897－55－0988

■無料不動産相談
　９月10日㈭　13時～15時
　西条商工会議所東予支所　TEL0898－64－5000

　主催　宅建協会周桑支部、西条商工会議所

■社会保険等相談
　９月10日㈭　10時～16時　東予総合支所１階会議室
　問合せ　市庁舎新館４階産業振興課　TEL0897－52－1482

■若者就労支援出張相談会
　９月８日㈫・15日㈫・29日㈫　13時～17時　ハローワーク西条
　問合せ　東予若者サポートステーション　TEL0897－32－2181

■子育て相談
◆カウンセラーによる専門的相談（教育・発達、医療など）

　日曜日・祝日　10時～15時　総合福祉センター（もてこい元気館）

　問合せ　地域子育て支援センター「ひだまり」 TEL0897－55－1018

　※９月19日㈯　10時～12時　「たんぽぽくらぶ」でも専門的な
　　相談を実施します。

◆平日の子育て相談（地域子育て支援センター）

　○ひだまり　　　総合福祉センター内　TEL0897－55－1018

　○おさなごゆめの城　　飯岡保育園内　TEL0897－55－2311

　○らっこ・はうす　　東予南保育所内　TEL0898－64－3112

　○たんぽぽくらぶ　　小松東保育所内　TEL0898－72－2538

　○さくらんぼ　　中川さくら保育園内　TEL0898－73－2141

　○元気にこにこ堂　紺屋町商店街フロム２階　TEL090－7624－9420

■女性児童各種相談　受付時間：８時30分～17時15分
◆家庭児童相談　月～金曜日（祝日除く）

　市庁舎新館２階子育て支援課、東予総合支所市民福祉課

◆ＤＶ・婦人相談

　月～金曜日（祝日除く）　　市庁舎新館２階子育て支援課

　毎週水曜日（祝日除く）　　東予総合支所市民福祉課

◆母子父子寡婦自立相談

　火・水・金曜日（祝日除く） 市庁舎新館２階子育て支援課

　月・木曜日（祝日除く）　　東予総合支所市民福祉課

　問合せ　市庁舎新館２階子育て支援課　TEL0897－52－1373

　　　　　東予総合支所市民福祉課　　　TEL0898－64－6767

■心配ごと相談
○総合福祉センター（もてこい元気館）　TEL0897－53－0880

　月～金曜日（祝日除く）　13時～16時

○東予総合福祉センター（ほほえみプラザ）　TEL0898－64－2600

　金曜日（祝日除く）　９時～12時

○丹原福祉センター　TEL0898－76－2433

　第２・４火曜日（祝日除く）　９時～12時

○小松地域福祉センター　TEL0898－72－6363

　第２・４水曜日（祝日除く）　13時～16時

　問合せ・主催　社会福祉協議会　各支所

■補聴器相談会
　９月16日㈬　10時～15時　市庁舎新館１階相談室３
　　　　　　　　　　　　　東予総合支所１階第１会議室

　問合せ　市庁舎新館２階社会福祉課　TEL0897－52－1214

■精神障害者の家族相談会
　９月17日㈭　13時30分～15時30分
　総合福祉センター２階社会活動団体室

　問合せ　さくら家族会（さくらんぼハウス内）TEL0897－53－1803

■お酒の悩み相談
　９月23日㈬　18時～19時　総合福祉センター３階会議室１
　問合せ　西条断酒会　TEL0897－55－8030　担当：辻本

■青少年電話相談
◆ヤングテレホン　月～金曜日（祝日除く）８時30分～17時

　TEL0897－52－2828（青少年育成センター）

◆いじめ相談ダイヤル24　毎日24時間受付（年末・年始を除く）

　TEL0570－0－78310（ＰＨＳ・ＩＰ電話はTEL089－960－8522）

　警察では全国統一の「警察相談専用ダイヤル」にちな

んで、毎年９月11日を「警察相談の日」としています。

　県内から「♯９１１０」に電話すると、県警本部に設

置されている総合相談窓口につながります。

　平日８時30分から17時15分までは相談員が、夜間休日

は当直の警察官が対応します。（24時間対応）

○TEL♯９１１０　　（ダイヤル回線・ＩＰ電話不可）

○TEL089－931－9110（電話代がかかります）

全国一斉「高齢者・障害者の人権あんしん相談」
強化週間における電話相談

　高齢者・障害のある人の人権問題に関するあらゆる相

談に電話で応じます。（予約不要・無料・秘密厳守）

電　話　０５７０－００３－１１０

　　　　（携帯電話可・ＩＰ電話一部不可）

日　時　９月７日㈪～13日㈰
　　　　　月～金曜日：８時30分～19時

　　　　　土・日曜日：10時～17時

問合せ　松山地方法務局　TEL089－932－0888

９月11日は「警察相談の日」です！
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９月９日は「救急の日」　９月６日㈰～ 12 日㈯は「救急医療週間」です
　近年、休日や夜間、救急病院に軽症の患者さんが

集中し、医師の負担が増えているほか、安易な救急

車の呼び出しで出動回数が増え、重症な患者さんの

搬送に困るケースも増加しています。

　このままでは、住民の皆さんに適切な医療を提供

できなくなる恐れがあり、それを防ぐために『愛媛

の救急医療を守る 143 万人の県民運動（愛救 143 運

動）』を実施しています。

　これは、医療機関や救急車の適切な利用を皆さん

一人一人に心がけていただく取り組みですので、ご

協力をお願いいたします。

■普段からの３つの心がけ

　①日ごろから「かかりつけ医」を持つ。

　②健康診断や検診で、病気の予防や早期発見に努める。

　③家庭で薬を常備する。

■受診にあたっての３つの心がけ

　①なるべく医療機関の通常診療時間内に受診する。

　②救急車で搬送されても、軽症の場合は通常の受付順

　　となる場合があることに留意する。

　③休日や夜間で比較的症状の軽い方は、西条市休日夜

　　間急患センター、在宅当番病医院を利用する。

■休日や夜間の当番病医院の確認

　○広報さいじょうの当番病医院

　○えひめ医療情報ネットhttp://www.qq.pref.ehime.jp/

　○市のテレホンサービス　TEL0897－58－2200

■お子さんの急な病気やけが

　小児救急医療電話相談　TEL♯8000

■問合せ　総合福祉センター内

　　　　　健康医療推進課

　　　　　TEL0897－52－1395



■
腎
臓
の
役
割

腎
臓
は
お
お
よ
そ
握
り
こ
ぶ
し

大
で
そ
ら
豆
の
形
を
し
て
お
り
、

左
右
の
腰
背
部
に
１
個
ず
つ
あ
り

ま
す
。
主
に
日
々
の
暮
ら
し
で
体

の
中
に
で
き
る
老
廃
物
と
体
に
必

要
な
成
分
と
を
選
別
し
、
老
廃
物

を
捨
て
る
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

水
分
量
や
電
解
質
の
バ
ラ
ン
ス
を

と
っ
た
り
、
血
圧
の
調
整
な
ど
も

行
っ
て
い
ま
す
。

元
気
な
腎
臓
で
あ
れ
ば
、
血
液

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

か
ら
作
ら
れ
て
濃
縮
さ
れ
る
前
の

尿
（
原
尿
）
は
１
日
で
約
100
～
150

リ
ッ
ト
ル
も
作
ら
れ
、
そ
れ
を
濃

縮
し
て
１
日
の
尿
の
量
（
１
～

１
・
５
リ
ッ
ト
ル
程
度
）
に
な
り

ま
す
。

■
定
期
的
な
検
査
の
重
要
性

腎
臓
が
傷
ん
で
く
る
と
、
体
に

必
要
な
栄
養
分
な
ど
が
尿
に
漏
れ

出
て
く
る
よ
う
に
な
っ
た
り
（
蛋た

ん

白ぱ
く

尿
、
尿
潜
血
な
ど
。
症
状
と
し

て
は
尿
の
泡
立
ち
や
す
さ
、
血
尿

な
ど
）、
老
廃
物
（
尿
毒
素
）
を

十
分
に
捨
て
ら
れ
な
く
な
っ
た
り
、

不
要
な
水
分
を
排
出
で
き
な
く
な

っ
た
り
し
ま
す
（
む
く
み
、
心
不

全
な
ど
）。
た
だ
し
、
腎
臓
が
傷

む
初
期
の
段
階
で
は
自
覚
症
状
を

伴
わ
な
い
こ
と
が
多
く
、
検
診
な

ど
で
尿
検
査
を
定
期
的
に
受
け
て

腎
臓
機
能
の
異
常
を
早
期
に
発
見

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
ま
た
血

液
検
査
か
ら
残
腎
機
能
を
推
算
す

る
指
標
（
推
定
糸
球
体
ろ
過
量　

ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
）
も
頻
用
さ
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
ま
す
。

■
腎
臓
の
精
密
検
査

蛋
白
尿
や
尿
潜
血
が
み
ら
れ
る

場
合
に
は
、
そ
の
程
度
に
よ
り
、

腎
臓
の
組
織
検
査
（
腎
生せ

い

検け
ん

）
を

す
る
必
要
が
あ
る
か
判
断
し
て
い

き
ま
す
。
腎
生
検
で
は
、
超
音
波

で
腎
臓
の
位
置
を
確
認
し
な
が
ら
、

針
を
腎
臓
に
刺
し
て
腎
臓
の
組
織

を
一
部
採
取
し
ま
す
。
採
取
し
た

組
織
を
顕
微
鏡
・
電
子
顕
微
鏡
な

ど
で
確
認
し
、
腎
臓
で
ど
う
い
っ

た
変
化
が
起
き
て
い
る
か
判
断
し

ま
す
。
そ
の
結
果
に
よ
り
、
治
療

方
法
を
決
定
し
ま
す
。

■
腎
機
能
悪
化
の
危
険
因
子

危
険
因
子
と
し
て
は
、
高
血
圧
、

糖
尿
病
・
耐
糖
能
障
害
、
脂
質
異

常
症
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）、肥
満
、

喫
煙
、
加
齢
な
ど
が
あ
り
、
こ
れ

ら
を
し
っ
か
り
管
理
し
て
い
く
こ

と
が
腎
臓
に
負
担
を
か
け
な
い
た

め
に
大
切
で
す
。
特
に
糖
尿
病
が

原
因
と
な
っ
て
の
腎
障
害
は
透
析

治
療
の
原
疾
患
の
第
１
位
で
43
・

８
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

■
腎
代
替
療
法
に
つ
い
て

腎
臓
に
対
す
る
治
療
を
し
て
い

て
も
腎
不
全
が
高
度
に
な
り
、
腎

代
替
療
法
が
必
要
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
腎
代
替
療
法
と
し
て

は
血
液
透
析
、
腹
膜
透
析
、
腎
移

植
が
あ
り
ま
す
。

日
本
透
析
医
学
会
の
報
告
で
は
、

平
成
25
年
末
の
時
点
で
血
液
透
析

療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ
ん
は

全
国
に
30
万
４
９
３
５
人
、
腹
膜

透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
患
者
さ

ん
は
９
２
４
５
人
お
ら
れ
ま
す
。

ま
た
腎
移
植
は
年
間
約
１
６
０
０

例
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
透
析
治
療

は
約
４
０
０
人
に
１
人
の
割
合
で

あ
り
、
皆
さ
ん
の
身
の
回
り
に
も

透
析
療
法
を
受
け
て
い
る
方
が
お

ら
れ
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

腎
代
替
療
法
の
主
と
な
っ
て
い

る
血
液
透
析
療
法
で
す
が
、
日
本

透
析
医
学
会
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で

週
３
回
、
１
回
４
時
間
以
上
の
施

行
が
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

４
時
間
よ
り
も
、
透
析
時
間
が
５

時
間
ま
で
長
い
方
が
治
療
成
績
が

よ
い
と
報
告
さ
て
い
ま
す
。
透
析

時
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
動
脈
硬

化
と
強
く
関
連
し
て
い
る
リ
ン
を

多
く
除
去
で
き
、
血
圧
の
管
理
も

し
や
す
く
な
り
、
中
～
大
分
子
量

物
質
（
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ
ン

等
）
も
よ
り
除
去
で
き
る
と
も
報

告
さ
れ
て
い
ま
す
。
透
析
時
間
を

延
ば
す
こ
と
は
、
治
療
成
績
の
改

善
の
み
な
ら
ず
リ
ン
や
血
圧
管
理

な
ど
で
薬
が
多
く
な
り
が
ち
な
透

析
患
者
さ
ん
の
服
薬
負
担
を
減
ら

す
こ
と
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
当

院
で
も
透
析
時
間
を
延
ば
し
て
い

く
こ
と
を
推
奨
し
て
お
り
、
患
者

さ
ん
の
ご
協
力
も
あ
り
平
均
透
析

時
間
は
４
・
３
時
間
に
な
っ
て
い

ま
す
（
４
～
６
時
間
）。

血
液
透
析
で
は
透
析
膜
を
介
し

て
血
液
と
透
析
液
が
接
触
し
ま
す
。

透
析
液
が
よ
り
き
れ
い
で
あ
る
こ

と
（
超
純
水
化
）
は
貧
血
の
改
善

や
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の
悪

化
を
防
止
、
血
圧
の
安
定
化
と
関

連
し
て
い
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

当
院
で
も
定
期
的
に
透
析
液
の
検

査
を
行
い
、
よ
い
水
質
を
保
つ
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
透
析
合
併
症
の
一
つ
で

あ
る
透
析
ア
ミ
ロ
イ
ド
ー
シ
ス
の

症
状
悪
化
に
対
す
る
治
療
効
果
が

高
い
治
療
と
し
て
、透
析
ろ
過（
Ｈ

Ｄ
Ｆ
）、
β
２
ミ
ク
ロ
グ
ロ
ブ
リ

ン
吸
着
カ
ラ
ム
を
用
い
た
透
析
が

あ
り
ま
す
（
治
療
の
適
応
は
さ
ま

ざ
ま
で
す
）。
当
院
で
も
今
年
中

にon-line H
D

F

を
で
き
る
よ
う

に
予
定
し
て
い
ま
す
。

■
ま
と
め

腎
臓
の
異
常
を
自
覚
症
状
の
無

い
段
階
で
見
つ
け
て
早
期
か
ら
治

療
を
開
始
す
る
た
め
に
、
定
期
的

な
検
尿
な
ど
の
検
査
を
受
け
る
こ

と
が
大
切
で
す
。
も
し
透
析
治
療

が
必
要
に
な
っ
た
時
に
は
、
十
分

な
透
析
を
行
い
、
合
併
症
を
予
防

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

腎
臓
と
透
析
治
療

西条市医師会会員
じょうとく内科クリニック

　院長 城徳昌典

腎臓腎臓 腎臓腎臓

膀胱膀胱
濃縮濃縮

約
１
L

約
１
L

水分
約60％
水分
約60％

水分
約60％
水分
約60％

水分
約60％
水分
約60％

水分
約60％
水分
約60％

体中の水分の３～４倍
が原尿になり１～1.5L
にまで濃縮される。

体中の水分の３～４倍
が原尿になり１～1.5L
にまで濃縮される。
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■日　時　９月28日㈪　14時～16時
■場　所　東予保健センター

■内　容　生活上の問題、治療、社会復帰など

　　　　　に関する心の健康相談

■担　当　医師および保健師

■申込先　中央保健センター

■日　時　①９月14日㈪　13時30分～15時30分
　　　　　②10月５日㈪　13時30分～15時30分
■場　所　丹原保健センター

■内　容　

　①【講義編】ゲートキーパーの役割を知ろう

　②【演習編】ゲートキーパーを体験しよう

■申込先　丹原保健センター

ゲートキーパー養成講座（要申込）

■対　象　食生活改善に関心のある方。教室修了後、

　　　　　希望者には食生活改善推進員として公民館

　　　　　での活動をご案内します。

　　　　　※平成22年以降に受講された方はご遠慮く

　　　　　　ださい。

■時　間　９時30分～13時（初回のみ９時30分～12時）

１回目

開催日 内　　容

２回目

３回目

４回目

11月２日㈪

11月11日㈬

12月18日㈮

１月19日㈫

11月９日㈪

11月19日㈭

12月９日㈬

１月27日㈬

５回目
２月19日㈮
２月24日㈬

場　所

中　央

東　予

中　央

東　予

中　央

東　予

中　央

東　予

中　央

東　予

・オリエンテーション　　・西条市民の健康状態

・食品衛生と食中毒予防　・食事バランスガイドⅠ
・生活習慣病予防①　・食品表示　・適正エネルギー量の算出

・調理実習①「献立の基本、主食＋主菜＋副菜」

・生活習慣病予防②　・食事バランスガイドⅡ（間食）
・食品成分表の使い方（栄養計算の仕方）・調理実習②「おいしく食べるバランス食」

・運動習慣のある生活を（理論と実技）、ウオーキング（雨天時体操）

・調理実習③「ヘルシーバランス食」

・生活習慣病予防③　・食事バランスガイドⅢ（献立の立て方）、地産地消
・調理実習④「西条の郷土料理」

６回目
12月～３月の
うち１日
（地区活動日）

希望者には公民館での地区活動体験・調理実習を案内　※日程は後日連絡予定

■場　所　中央保健センター（中央）

　　　　　東予保健センター（東予）

■参加費　無料（地区活動は材料費・実費が必要）

■定　員　各20人（先着順）

■申込期限　10月23日㈮
■申込先　各保健センター

こころの相談（要予約）

■定　員　各教室　40人（先着順）

■申込開始日　９月８日㈫～
■申込先　中央保健センター

■対　象　30歳以上の西条市民で、高地での運動が可能な方

　　　　　※心疾患、脳血管疾患、肝疾患、腎疾患で治療中の方は参加できません。

※①～③教室のいずれか、ご都合の良い教室に

　お申し込みください。

※高地への送迎は、マイクロバスで行います。

　自己負担金が必要です。（マイクロバス代で

　1,500円）

※雨天の場合は中止となります。

※各総合支所からバスに乗車できます。

①

②

瓶ヶ森林道

瓶ヶ森林道

ウオーキング場所

10月４日㈰

10月24日㈯

日　　程

③ 11月１日㈰

８時～17時

８時～17時

８時～17時 瓶ヶ森林道

高地ウオーキング
体験教室
～参加者募集～
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■赤ちゃん健康情報

◆ぽかぽか広場

　妊娠や出産、育児などについての相談や

情報交換が行えます。

　相談には助産師・保育士・保健師・栄養

士などの専門スタッフが応じ、問題解決に

向けて一緒に考えます。

※２週間以内に感染症にかかった方、接触

　された方、治って間もない方の来場は、

　ご遠慮ください。

○日時　毎週火曜日（祝日除く）

　　　　10時～15時（受付：14時30分まで）

○場所・問合せ　中央保健センター

◆チェリーくらぶ

　子どもの遊び場や保護者の方が気軽にお

しゃべりのできる空間を提供しています。

○日時　毎週月・木曜日（祝日除く）

　　　　９時～16時

○場所・問合せ　小松保健センター

■成人向け健康相談

◆健康栄養相談（予約制）

　受付時間：13時30分～16時

○中央保健センター  ９月７日㈪・
　　　　　　　　　　10月５日㈪
○東予保健センター　９月14日㈪・
　　　　　　　　　　10月14日㈬
○丹原保健センター　９月25日㈮・
　　　　　　　　　　10月19日㈪
○小松保健センター　９月28日㈪・
　　　　　　　　　　10月26日㈪
■西条保健所情報

◆エイズ血液検査・相談（匿名・無料）

　毎週月曜日（祝日除く）　10時～11時

◆骨髄バンク登録（要予約）

　毎週月曜日（祝日除く）　９時～15時

○問合せ　西条保健所　TEL0897－56－1300

■９月の献血日程

◆パルティ・フジ東予店　９月16日㈬
　10時～12時30分・13時30分～16時
（東予ライオンズクラブ協力による開催）

○問合せ　愛媛県赤十字血液センター

　　　　　TEL089－973－0755

総合福祉センターは

９月26日㈯に臨時休館します
　受水槽と貯湯槽の清掃作業に伴い断

水となるため、臨時休館します。

■問合せ　中央保健センター

７日㈪　９：30～11：00　東予保健センター

８日㈫　９：30～11：00　中央保健センター

11日㈮　９：30～11：00　小松保健センター

３日㈭　９：30～11：00　丹原保健センター

８日㈫　９：30～11：00　中川公民館

ラジオ体操グループ紹介

■グループ名　モーニングブレンド

■活動場所　　旧丹原公民館

■活動日　　　土・日曜日、祝日

　　　　　　　(雨天以外)

■コメント　　朝の気持ちのいい空

　　　　　　　気をいっぱい吸いな

　　　　　　　がら、ご近所のみんなでラジオ体操すると、心身ともに

　　　　　　　健康になります。

　　　　　　　夏休みは子どもたちと一緒に、冬は暗い中頑張っていま

　　　　　　　す。ずっと続けていきたいと思っています！！

※場所　中央：中央保健センター　東予：東予保健センター　小松：小松保健センター

※必要な物　母子健康手帳・アンケート（育児のしおり内）

※対象地区の場所以外で受診される場合は、事前に中央保健センターへご連絡ください。

内容 期日 受付時間 場所 対象児 地区

３カ月児
健診

13：00～14：00

小松 小松

８日㈫
17日㈭

29日㈫

16日㈬
10日㈭

１日㈫
24日㈭

13：00～13：30 東予 東予平成27年５月１日～
５月31日の出生児

平成27年５月１日～
６月30日の出生児

13：00～13：30

中央 西条

１歳６カ
月児健診 13：00～13：30 東予

西条

東予・丹原・小松

平成26年２月１日～
２月28日の出生児

13：00～14：00 中央

東予・丹原・小松

３歳児
健診

13：00～13：30 東予 平成24年８月１日～
８月31日の出生児13：00～14：00 中央 西条

　目からウロコのラジオ体操講座。正しいラジオ体操を覚えて、健康づ

くりを始めましょう！　ＮＨＫテレビ・ラジオでおなじみの講師やアシ

スタントと一緒に運動できるチャンスです。

■日時　　10月８日㈭　14時～15時30分
■場所　　総合体育館

■講師　　ＮＨＫテレビ・ラジオ体操指導　　　　　岡本美佳先生

　　　　　ＮＨＫテレビ・ラジオ体操アシスタント　五日市祐子さん

■申込先　各保健センター

※ラジオ体操の音源でお困りの方は、保健センターへご相談ください。

■内容　カロリー編：食べ物のカロリーを知って、

          　　　　  理想の体重に近づこう

　　　　バランス編：食事バランスガイドを知って、

　　　　　　　　　  内側から美しくなる

▼食事のつぼ講座　９月・10月の日程等 　　　　　※申し込みは前日まで受付

中央保健センター

東予保健センター

場所・申込先

13時30分～15時

10月７日㈬

10月19日㈪

バランス編 受講時間

９月28日㈪

９月18日㈮

カロリー編

丹原保健センター

小松保健センター 10月29日㈭
10月23日㈮

ラジオ体操で健康づくり
市民健康講座
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※ 当番病医院は受診できない診療科がありますので、必ず当番病医院で確認してください。

※ 当番病医院に電話をかける際には、番号を確認の上、お間違いのないようご注意ください。

※ 急病以外は診療時間内に受診しましょう。

広 告 欄 広 告 欄

平日夜間 19時～22時 休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）

休日 休日夜間急患センター（TEL0897－52－2001）

６
㈰

13
㈰

18時～22時

22
㈫

23
㈬

済生会西条病院
0897-55-5100

西条中央病院
0897-56-0300

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

村上記念病院
0897-56-2300

西条中央病院
0897-56-0300

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

内 外 内 外

内 外内 外

20
㈰

27
㈰

済生会西条病院
0897-55-5100

村上記念病院
0897-56-2300

市立周桑病院
0898-64-2630

村上記念病院
0897-56-2300

内 外内 外

21
㈪

西条中央病院
0897-56-0300

済生会西条病院
0897-55-5100

内 外

18時～22時

１
㈫

２
㈬

３
㈭

８
㈫

９
㈬

10
㈭

11
㈮

12
㈯

14
㈪

15
㈫

16
㈬

４
㈮

５
㈯

７
㈪

28
㈪

29
㈫

いしづちやまクリニック
0898-68-8885

田渕外科
0898-65-5651

西条中央病院
0897-56-0300

今井クリニック
0898-68-8118

行本医院
0898-66-0609

いしづちやまクリニック
0898-68-8885

松本整形外科
0897-52-1011

行本医院
0898-66-0609

西条市民病院
0898-72-4111

横山病院
0898-72-2121

平田クリニック
0898-76-2256

平田クリニック
0898-76-2256

矢野医院
0897-55-1777

かりやま整形外科
0897-47-1717

松本整形外科
0897-52-1011

田渕外科
0898-65-5651

矢野医院
0897-55-1777

西条市民病院
0898-72-4111

かりやま整形外科
0897-47-1717

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

飯尾皮フ科泌尿器科
0898-64-5577

村上記念病院
0897-56-2300

17
㈭

18
㈮

19
㈯

24
㈭

25
㈮

26
㈯

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

外

30
㈬

横山病院
0898-72-2121

外

９時～18時 内 外

内

※当番病医院は変更する場合があります。

　受診される方は各病医院か、テレホンサービス TEL0897－58－2200 でご確認ください。

９月の当番病医院 ：内科 ：外科内 外



35 広報さいじょう　2015　 ９月号

「愛媛産には、愛がある。」

　このキャッチフレーズは、愛媛県の県名で

ある「愛」の文字と、その地で作られる県産

品の数々にあふれる生産者の「愛」をかけ、

「愛媛産には、愛がある。」と表現されてい

ます。

「西条産には、情もある。」　

　この素晴らしいフレーズをもとに、西条な

らではの特色を生かしたフレーズができない

かと検討を重ねた結果、「西条」という言葉

の響きから「愛情」という表現ができたらと

考え、「愛媛産には、愛がある。」の後に同

じ文字数で「西条産には、情もある。」と続

け、それを並列で標記し、「愛」と「情」と

いう文字を強調して、西条産品は愛情ブラン

ドという新たなキャッチフレーズを誕生させ

ました。

　新キャッチフレーズでは、西条産は生産者

の精魂こめられた真心や人情、ひいては愛情

にあふれる産品（愛情産）であることを強調

し、表現しています。

　市では、今後この新たなキャッチフレーズ

の普及拡大を図り、西条産品のさらなる全国

への発信に取り組んでいきます。

問合せ　市庁舎新館４階　観光物産課

　　　　物産・ブランド推進係

　　　　TEL0897－52－1380

西条産品応援団

新しいキャッチフレーズが誕生しました！

※「愛媛産には、愛がある。」についての使用およ

　びそれを活用した新たなキャッチコピーについて

　は、愛媛県の許可を得ています。

■当番病医院
　０８９７ー５８ー２２００（常　時）
■災害情報
　０８９７ー５５ー５５５１（発生時）

平成27年７月末日現在

住民基本台帳登録数

 ( )内は前月比

人口 112,367人 (－ 1 7 人）
　男　54,031人（－ 1 4 人）
　女　58,336人（－  3 人）
世帯　49,975世帯(＋47世帯）

撮
影：

十
亀
茂
樹

No.121　コオバシギ（旅鳥）
　全長24.5cm、春と秋の渡りの季節に加茂川河口、高須海岸で

少数が見られます。春には頭から胸にかけて赤褐色の夏羽とな

り識別は容易ですが、秋は灰色の冬羽となり見分けるのは困難。

幼鳥の羽縁にあるサブターミナルバンドと呼ばれる黒い模様が

見分けられるようになればシギ類の識別はもうベテランです。

広 告 欄 広 告 欄

開催まであと２４カ月
西条市開催６競技のうち

サッカー（少年男子）は
ひうち陸上競技場で開催します。
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広 告 欄 広 告 欄

▼ 丹 原 文 化 会 館 　 丹原町田野上方2131－1　TEL0898－68－3555

TEL0898－64－2141

TEL0898－68－3555

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

鶯哥塾９

吉川真澄・河野紘子　うたとピアノの愛媛ツアー
０歳からのコンサート

月

無　料

小ホール 丹原文化会館

大ホール

吹奏楽クリニック

21

9：00 9：30 全　　館 500円22

25

火

金 八代亜紀ふれあいコンサート 13：00
17：00

13：30
17：30

10：30
13：30

11：00
14：00

大ホール

TEL0898－68－3555丹原文化会館

日20
鶯歌塾2015歌謡祭　23周年記念
鶯歌・夢歌コンサート　ゲスト／愛の葉ガールズ 9：30

6000円 TEL0898－68－3555丹原文化会館

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】毎週月曜日（21日開館）、24日㈭、29日㈫、30日㈬

紅葉ASC TEL0897－56－7542

玉津歌謡愛好会 TEL0897－56－4789

※催物については、主催者の都合で変更することがあります。【９月の休館日】毎週月曜日（21日開館）、24日㈭、25日㈮、29日㈫、30日㈬

▼ 総 合 文 化 会 館 　 神拝甲79－4　TEL0897－53－5500

月 日 曜 行　　事　　名 開 場 開 演 会　場 入場料 問 合 せ

９

日６

月岡哲山　日本画作品展
※１～３日は18時まで、４日は16時まで

日

金

13

18

第11回　紅葉ASC歌謡祭

火22

大ホール11：30 12：00

演歌の祭典　松田歌謡教室

20 日

社交ダンス

無　料

日本消化器病学会　四国支部主催  第70回市民公開講座 12：00 済生会西条病院総務課 TEL0897－55－5426

無　料

無　料

総合文化会館友の会 TEL0897－53－5500無　料

大ホール

小ホール

12 土 平成27年度　西条中央病院｢市民健康教室｣ 14：00

18：00

小ホール 西条中央病院総務課 TEL0897－56－0300

12：00 1000円小ホール フレンド曽我部ダンス TEL090－3184－4177

無　料

市危機管理課 TEL0897－52－1284

27 日 13：00 大ホール

火

～

金

１

～

４

無　料 松田歌謡教室 TEL090－3182－4499

表装クラブ TEL0897－55－4869

無　料

26 土 西条市交通安全市民大会 13：00 13：30 小ホール

9：10 9：30

18：30

10：00

無　料

玉津歌謡発表会

NAK歌謡大賞　決勝大会 9：20 9：50 大ホール 無　料

展示室

９/21 丹原文化会館小ホール
午前の部　11時開演
午後の部　14時開演

月

親 子 ペ ア：1,200円

高校生以上：1,000円

中学生以下：  500円
※３歳まで鑑賞無料。

入場料

10/４ 14時開演　総合文化会館大ホール日

一　　　般：3,000円（当日3,500円）

高校生以下：1,500円（当日2,000円）

入
場
料

10/１ 総合文化会館大ホール
昼公演　14時開演
夕公演　18時開演

木

6,500円（当日7,000円）
※未就学児の入場はご遠慮ください。

※前売券完売時には当日券なし。

総合・丹原文化会館他でチケット発売中！

入場料

27 日 NAK愛媛新居浜支部 TEL0897－33－8982

9：00

友の会恒例　うたごえ喫茶

9：30 大ホール

14：30

親 子 ペ ア　1200円
高校生以上　1000円
中学生以下　 500円

１日
　13：00
２日～４日
　 9：00

福田こうへいコンサート2015
～故郷に感謝～

福田こうへいコンサート2015
～故郷に感謝～

吉川真澄・河野紘子うたとピアノの愛媛ツアー
０歳からのコンサート

吉川真澄・河野紘子うたとピアノの愛媛ツアー
０歳からのコンサート

丹原・総合文化会館でチケット発売中

アンリ・バルダ　ピアノリサイタルアンリ・バルダ　ピアノリサイタル

※未就学児の入場はご遠慮ください。

※前売券完売時には当日券なし。

河野紘子吉川真澄
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	さいじょう2015年9月号_P19
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	さいじょう2015年9月号_P23
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	さいじょう2015年9月号_P28
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